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新年を迎えるにあたって

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　酪農家並びに関係機関の役職員の皆様におかれましては、日頃より、本会議事業への格
別のご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。また、昨年夏に発生した豪雨等によ
り被害を受けられた方々には心よりお見舞い申し上げます。
　新しい年を迎えるにあたり、最近の酪農をめぐる情勢を踏まえ、所信の一端を述べさせ
ていただきます。

　昨夏は一時的に猛暑の影響を受けたものの、乳用牛が比較的過ごしやすい気温だったこ
とに加え、全国各地でこれまでに取り組まれてきた生産基盤維持・強化対策の成果等により、
生乳生産量は北海道、都府県ともに前年を上回って好調に推移しました。一方、消費の面
では、コロナ禍での緊急事態宣言等の断続的な実施に伴う外食産業や観光業等への影響を
背景に、業務用需要の回復が遅れており、飲用牛乳等向け処理量は依然低調となっています。
　こうした結果、乳製品在庫が積み増す状況となっており、酪農経営の改善及び新たな政
策方向に即した対応への阻害要因となっています。また、今年度末に向け、不需要期にお
ける処理不可能乳の発生も懸念されており、業界関係者自らが消費促進に励むことが重要
となっています。皆様におかれましても、牛乳乳製品の消費拡大への積極的な取組をお願
いいたします。

　本会におきましては、生産基盤を毀損させないことを前提とした出荷抑制や需要・消費
を喚起することで、この難局を乗り切ることが重要なことから、①需給見通しの精緻化と
指定団体・全国連間の情報共有、②円滑な広域需給調整と全国の乳製品工場のフル操業に
よる最大限の乳製品処理の実現、③理解醸成活動並びに酪農関係者による牛乳・乳製品の
利用拡大運動を通じた需給改善対策を枠組みとして取り組んでおります。
　なお、円滑な広域需給調整と全国の乳製品工場のフル操業による最大限の乳製品処理の
実現を後押しするため、令和３年11月に開催した本会議の理事会におきまして、需給調整
リスクの一部地域の偏在化への対応として年度当初から取り組んでいる「加工リスク平準
化緊急対策」の財源に本会正味財産を追加で充当することに加え、同対策で製造された乳
製品在庫の保管経費の助成を新たに実施することを決定し、取組を開始しております。

　令和４年度におきましても、本会役職員一同、指定団体及び会員組織の皆様と連携し、
今後も酪農家の皆様が、引き続き「誇り」、「やりがい」、「夢」を持てる酪農産業を確立し
て行けるよう努めてまいります。酪農家及び酪農関係者の皆様方のご支援、ご理解の程、
宜しくお願い申し上げるとともに、新しい年が皆様にとりましてより良い年となりますよ
う祈念して、新年のご挨拶とさせていただきます。

一般社団法人中央酪農会議　会 長　中 家 　 徹



02 Japan Dairy Council No.597

R
EL

AY
 C

O
LU

M
N

リレーコラム

１．はじめに
　令和元（2019）年12月に、ドイツへ酪農経営の調査に行く機会があった。調査地は、
ニーダーザクセン州である。ドイツの北西部に位置し、西をオランダに接している。
乳牛の飼養頭数では、バイエルン州につぐ大規模な酪農地帯でもある。
　１戸当たりの乳牛飼養頭数（2018年）が、バイエルン州40頭であるのに対して、
ニーダーザクセン州92頭である。日本でいえば、ニーダーザクセン州が北海道の酪農。
バイエルン州が都府県の酪農になぞらえることができる。
　ニーダーザクセン州では，牧草地が広がり，草資源を利用した酪農経営が展開し
ている。ただし，放牧は少なく，採草が中心になっている。採草では，コントラクター
が大きな役割を果たしている。コントラクターの存在で、酪農経営は、乳牛の飼養
に専念することができる。
　多くのコントラクターが成立する背景には、日本と比較して作業の適期幅の長さ
が関係していると思われる。特に、飼料作の収穫・調製の作業適期が長いと考えら
れるのである。飼料作の外部化は、農業機械の投資に伴う減価償却費、維持修繕費
や支払利息の節約になり、その労働負担の軽減にもつながる。
　コントラクターについては、非常に興味のあるテーマではあるが、ここでは、搾
乳ロボット（以下、搾ロボと略す）をテーマに取り上げたいと考えている。

２．搾乳ロボットの導入
　ニーダーザクセン州の調査では、搾ロボ導入の酪農経営を対象にした。詳細は、
近刊の南石晃明編著『デジタル・ゲノム革命時代の農業イノベーション』（農林統計
出版）に譲るとして、ここでは、搾ロボが働き方にどのように影響しているのか、
また、かなりの投資になるが、その償還の可能性について概略を述べることにする。
　EUの生産調整政策である生乳クオータ制度は、2015年３月31日に終了した。ニー
ダーザクセン州では、飼養頭数規模の制約がなくなったことが、飼養頭数規模拡大
の動機づけになっている。飼料作については、前述の様に、コントラクターのファー
ムサービスを利用しても、搾乳作業が増加することになる。
　増加する搾乳作業の労働を、搾ロボによって賄うという方策が選択肢の一つにな
る。ここでは、調査を行った７戸の導入経営のヒアリング調査をもとに議論する。
経産牛の頭数規模は、140から280頭と、ニーダーザクセン州の平均よりも大規模で
あることが分かる。

３．導入動機
　搾ロボの導入動機で、７戸のうち多くの酪農経営が、「柔軟な労働」と回答していた。
ニーダーザクセン州の余暇に対する価値観と日本のそれとは大きく異なるが、朝夕
の搾乳作業の拘束から解放される意義は大きい。
　なお、ニーダーザクセン州の牛舎は、ルースバーン牛舎が多く、比較的容易に、
搾ロボが導入できている。繋ぎ飼牛舎の場合、ロボットによる搾乳への馴致が難しい。
その点、ルースバーン牛舎では、比較的、ロボットによる搾乳が容易で、迅速な導
入効果が期待されるのである。
　調査地域は、エムスラント郡、レーア郡、ハノーファー市にまたがっている。２
郡の調査では、ニーダーザクセン州農業会議所・エムスラント地区事務所のクルー
ゼ博士の全面的な協力を頂いた（注１）。
　なお、クルーゼ博士が管轄する範囲は、複数の地区事務所にまたがっており、ニー

酪農の働き方改革と持続可能性
－ドイツの搾乳ロボットの導入を事例に－
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　クルーゼ博士は、レリー社の搾ロボ（アストロノート）導入の酪農経営を対象に、
バーンミーティング等、現場に密着した実践的な指導を行っている。指導に当たっ
ては、牛群検定の成績データを活用している。
　当該管轄地区では、搾ロボの機種において、レリー社の割合が過半を占めていて、
デラバル社、GEA社がそれに続いている。レリー社はオランダ、デラバル社はスウェー
デン、GEA社はドイツである。当初、ドイツにおいては、GEA社のウェイトが高い
と思っていただけに、意外な感を受けた。
　さて、クルーゼ博士からクリスマスの日（2021年12月25日）に、管轄地区の新し
いデータをお送り頂いた。2019年９月に、酪農経営戸数3,686戸のうち、搾ロボを導
入していた戸数は550戸（14.9％）であったが（注３）、2021年７月には、657戸に増
加している。

４．搾乳ロボットの活用
　搾ロボは、周知の通りコンピュータを内蔵し、センサーを活用した機械装置であ
る。この機械装置をいかにうまく使うかで、経営成果は異なってくる。各メーカーが、
搾ロボを含めた牧場のレイアウトの提案、搾ロボのメンテナンスを行っている。確
かに、ハードとソフトの両面を提供しているが、現場で搾ロボを活用してみて、初
めて分かることも多い。すなわち、実際に使ってみて、気づくことが多いのである。
使っているうちに生じた課題や問題を克服するために、各酪農経営は、導入したメー
カーの代理店と相談したり、自ら考えたりして問題を克服している。
　その時に、クルーゼ博士が実施しているバーンミーティングが大きな役割を果た
すことになる。個々の酪農経営におけるノウハウの蓄積が、情報交換され、自らの
経営に活かされることになるのである。
　我々もバーンミーティングの現場に参加させて頂いた。十数戸の酪農家が集まり、
１戸の酪農経営の牧場を見学した後、暖房の効いた広いリビングルームで、夫人が
焼いたパンやケーキと、温かいコーヒーやミネラルウォーターを頂きながら、搾ロ
ボの活用方法、各経営成果の比較、酪農を取り巻く国際状況について、多岐にわたっ
た議論がなされるのである。
　このようなバーンミーティングが可能なのは、参加農家が搾ロボを導入している
からである。前述の導入動機のように、「柔軟な労働」を享受できているが故に、バー
ンミーティングに参加可能といえるのである。現在、コロナ禍のため、バーンミーティ
ングの開催がなかなか難しくなったと拝察されるが、そこに参加させて頂き、「柔軟
な労働」の意味が分かったのである。まさしく、搾ロボの導入が、働き方改革につ
ながっているといえる。

５．投資の回収
　搾ロボの導入は、牛舎の改修、場合によっては新設を伴う。増頭する場合には、
経産牛の投資も必要となり、多額の投資になる。短期的には資金繰り、長期的には
投資の回収が大きな課題になる。
　調査当時、ニーダーザクセン州の生乳価格は、30セント／kgであった。１ユーロ
＝120円で換算すると36円／kgと低乳価であった。この低乳価の下で、投資の回収に
ついて検討を加えた（注４）。
　搾ロボの導入によって一番大きな効果は、経産牛1頭当たりの乳量の増加が期待さ

山陽学園大学地域マネジメント学部　教授　　　　横溝　功
九州大学大学院農学研究院　　　　　教授　　　　南石　晃明
広島大学大学院統合生命科学研究科　准教授　　　長命　洋佑
農研機構　北海道農業研究センター　上級研究員　佐藤　正衛
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搾ロボを導入した場合には、およそ３回程度の搾乳が可能となる、それ故、搾乳量
の増加が期待されるのである。
　我々の分析では、結果だけの紹介になるが、経産牛１頭当たりの搾乳量において、
11,000kgが投資の回収可能性の分岐点になった。11,000kgを達成した酪農経営は、ゲ
ノミック評価を用いる等、牛群改良に努めていた（注５）。
　なお、11,000kgに達していない酪農経営の中には、省力化した労働時間を用いて、
中小家畜を飼養するという多角経営も展開していた。

６．おわりに
　ドイツのニーダーザクセン州において、酪農経営が搾ロボを導入する場合におけ
る働き方改革と持続可能性についてみてきた。前者では、「柔軟な労働」の獲得があ
げられた。そのことによって、バーンミーティングへの参加という、実践的な情報
の獲得が可能になる。後者では、生乳価格30セント／kgの下で、投資の回収を検討
した場合、経産牛１頭当たりの11,000kgの搾乳量が目安になった。11,000kgに達して
いない場合には、省力化した労働を活用した多角化という動きもみられる。
　最後に、コンピュータを内蔵し、センサーを活用した機械装置である搾ロボを①
いかに使いこなすかというソフト面、②ゲノム技術を駆使した牛群改良の努力が、
働き方改革と持続可能性につながることを、再認識した次第である。

注
１）農業会議所は、旧西ドイツの北部の州に存在する。これは、第二次世界大戦後、

英国の管轄下にあったことによる。それ故、米国の管轄下にあった南部の州には、
農業会議所は存在しない。農業会議所は、日本の農業普及指導センターに相当する。
なお、ニーダーザクセン州農業会議所には、11箇所の地区事務所がある。

２）管轄地区は、東フリースラント、オルデンブルク、エムスラント、南オルデン
ブルク、オスナブリュックの各地区

３）2019年９月時点の管轄地区の経産牛飼養頭数379,033頭、うち搾ロボ導入経営の
経産牛飼養頭数63,566頭（16.8％）

４）生乳価格は低いが、EU直接支払い（基礎支払い、グリーニング支払い、青年農
業者支払いからなる）の直接所得補償がある。

５）東フリジア牛群改良協会（VOST）のゲノミック評価や、マスターリントのコ
ンピュータ支援交配プログラム（BAP）を活用していた。

参考文献
長命洋佑・南石晃明・横溝　功・佐藤正衛（2021）「海外酪農経営におけるICT導入

およびクラスター形成の可能性」『農林業問題研究』57（3）：115-122。
横溝　功（2020）「搾乳ロボットの導入と持続的な酪農経営の展開」『畜産の情報』：

58-70。
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SPECIAL REPORT

SPECIAL REPORT

最近の生乳需給をめぐる情勢について

１．コロナ禍の生乳需給
　生乳生産者団体では、近年の生乳需給ひっぱく
傾向を背景とした生乳生産基盤強化に取り組んだ
結果、全国の生乳生産量が令和元年９月頃から増
産基調へと転じました。しかし、令和元年度末頃
から新型コロナの感染拡大により、業務用を中心
に生乳需要が低迷、国内生乳需給が緩和傾向とな
りました。
　その後、コロナ禍の社会が、約２年続いています。
この間、酪農乳業界では、農水省の支援も受けつつ、
様々な需給改善対策に取り組んでいますが、イン
バウンド需要の減少や、緊急事態宣言の実施など
により、緩和傾向が続いています。
　この結果、今年度末の乳製品在庫量は、脱脂粉
乳が、約8.9カ月分の消費量に相当する101.8千ｔ、
バターが6.9カ月分の42.8千ｔと、非常に大きな水
準が見込まれています。
　こうした状況のなか、脱脂粉乳については、令
和３年度末在庫量をコロナ前の令和元年度水準ま
で削減するため、約25千ｔを飼料用などへ転用す

る在庫対策に国の支援を受けながら酪農乳業界で
令和４年度に実施する方向にありますが、それで
も令和４年度末の在庫量は増加する見通しとなっ
ています。

２．年末年始の処理不可能乳発生の回避
　季節的な生乳需給の格差も大きくなる傾向にあ
ります。一般社団法人Jミルクでは、秋頃、今年度
の12/21～1/10の年末・年始期間に、全国で約５千
ｔ、牛乳乳製品へ処理できない生乳が発生する可
能性があるとの試算が出されました。冬季は、夏
と比較して乳牛にとって過ごしやすい環境で、乳
量が増加する時期です。一方、年末年始期間は、
冬休みにより学校給食が休止するほか、量販店等
も休業し、例年でも瞬間的に処理が厳しくなる時
期です。こうした中で、コロナ禍での需給緩和が
続いており、処理不可能乳の発生が懸念されまし
た。
　万一、生乳廃棄が生じた場合、生産意欲の減退
とこれまで業界が一体となって強化してきた生乳

生乳需給の動向
（千ｔ）

生乳供給量 脱脂粉乳ベース バターベース

生乳需
要量

生乳供
給量と
の差

輸入売
渡（生
乳 換
算）

輸入売
渡後の
過不足
量

生乳需
要量

生乳供
給量と
の差

輸入売
渡（生
乳 換
算）

輸入売
渡後の
過不足
量

A B C≂A-B Ｄ C+D E F≂A-E G F+G
前年比 前年比 前年比

H23年度 7,470 98.8% 7,605 98.7% -135 1 -134 7,866 99.4% -395 356 -39.4
H24年度 7,549 101.1% 7,533 99.0% 16 7 23 7,677 97.6% -129 238 109.2
H25年度 7,390 97.9% 7,567 100.5% -177 63 -114 7,635 99.4% -245 91 -153.4
H26年度 7,271 98.4% 7,494 99.0% -222 302 80 7,588 99.4% -317 330 12.9
H27年度 7,352 101.1% 7,427 99.1% -75 200 124 7,572 99.8% -220 324 104.1
H28年度 7,291 99.2% 7,455 100.4% -164 63 -101 7,526 99.4% -234 294 59.2
H29年度 7,241 99.3% 7,454 100.0% -213 440 227 7,508 99.8% -267 236 -31.0
H30年度 7,234 99.9% 7,447 99.9% -213 198 -15 7,683 102.3% -448 458 9.7
R元年度 7,318 101.2% 7,285 97.8% 33 99 132 7,715 100.4% -397 523 125.9
R２年度 7,389 101.0% 7,355 101.0% 34 24 58 7,480 97.0% -91 331 240.3
R３年度 7,603 102.9% 7,368 100.2% 235 7 243 7,708 103.0% -104 201 96.4
R４年度 7,661 100.8% 7,244 98.3% 417 10 428 7,738 100.4% -77 71 -6.2

資料：一般社団法人Jミルク公表資料（令和4年1月28日）より作成
注：R元年度までは実績、R３年度以降は予測数量
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極的に行われました。こうしたなか、異例とも言
える、岸田首相や金子農林水産大臣などによる消
費拡大の呼びかけなども行われSNSを含め、多数
のマスコミに取り上げて頂きました。
　こうしたこともあり、低迷していた牛乳の量販
店等での販売本数は、12月４週目以降、一定程度、
回復し、何とか年末年始の処理不可能乳の発生を
回避することができました。中央酪農会議では、
国民・消費者の皆様への感謝の気持ちをHPに掲載
しています。
　ただし、一点留意しなければいけないこともあ
ります。今回、多くの消費者の方々にポジティに
受け止めて頂きましたが、ネガティブな印象を受
けている方も一定割合いらっしゃいます。情報が
的確に伝わっていないことから生じる誤解の部分
もあります。今後、一層、丁寧な情報発信に努め
る必要があるなどの課題も浮き彫りになりました。

生産基盤が損なわれる可能性があります。また、
牛乳製品価格への影響や食品廃棄と捉えられる懸
念から、業界のイメージ低下へつながる懸念もあ
ります。こうしたことから、酪農乳業界では、生
産者のご協力を頂きながら、指定団体をはじめと
した生産者組織、全国連組織、乳業者が一体となっ
て、こうした危機的な状況へ対応しました。
　中央酪農会議では、脱脂粉乳やバターへの仕向
け量を抑制するため、通常であれば稼働を停止し
ている乳業工場での比較的消費期限の長い、LL牛
乳やチーズなどの製造拡大やフドーバンクなどへ
の牛乳等の無償提供などの指定団体の取組への助
成事業や牛乳乳製品の消費を喚起するための理解
醸成事業なども実施しました。また、指定団体で
は生乳生産者の皆様への一時的な出荷抑制への協
力依頼や消費喚起対策を実施しました。消費喚起
対策は、他の全国組織、乳業者などにおいても積

乳製品需給の推移
（千t）

期首在庫 生産量 売渡 期末在庫 推定出回量
A B C A+B+C-D D

前年比 前年比 月数 前年比 前年比

脱
脂
粉
乳

H23年度 58.7 84.2％ 134.9 90.7％ 0.1 47.6 3.6 81.1％ 146.1 90.8％
H24年度 47.6 90.8％ 141.4 104.8％ 0.6 49.5 4.1 103.9％ 140.2 95.9％
H25年度 49.5 95.9％ 128.8 91.1％ 5.0 40.3 3.4 81.4％ 143.1 102.1％
H26年度 40.3 102.1％ 120.9 93.9％ 23.8 46.5 3.9 115.6％ 138.4 96.8％
H27年度 46.5 96.8％ 130.2 107.7％ 15.9 56.4 4.9 121.2％ 136.2 98.4％
H28年度 56.4 98.4％ 123.5 94.9％ 5.0 48.3 4.3 85.7％ 136.6 100.3％
H29年度 48.3 100.3％ 121.6 98.4％ 35.7 66.8 5.9 138.1％ 138.8 101.7％
H30年度 66.8 101.7％ 120.1 98.8％ 16.0 65.6 5.7 98.2％ 137.3 98.9％
R元年度 65.6 98.9％ 130.5 108.7％ 8.1 76.3 6.7 116.4％ 127.8 93.1％
R2年度 76.3 93.1％ 140.4 107.6％ 2.0 81.2 7.6 106.3％ 137.6 107.7％
R3年度 81.2 107.7％ 160.4 114.2％ 0.6 101.8 8.9 125.4％ 140.4 102.0％
R4年度 101.8 102.0％ 161.0 100.4％ 0.9 138.2 11.8 135.7％ 125.6 89.5％

109.2 9.3 107.2％

※　国の支援数量（25千t）・ホクレン追加対策（4千t）を踏まえた推計値

バ
タ
ー

H23年度 20.6 63.3％ 63.1 89.9％ 13.8 19.1 2.7 92.6％ 78.4 93.4％
H24年度 19.1 93.4％ 70.1 111.2％ 9.6 23.5 3.6 123.0％ 75.3 96.1％
H25年度 23.5 96.1％ 64.3 91.7％ 3.7 17.3 2.8 73.8％ 74.1 98.4％
H26年度 17.3 98.4％ 61.7 95.9％ 13.2 17.8 2.9 103.0％ 74.4 100.3％
H27年度 17.8 100.3％ 66.3 107.5％ 13.1 22.1 3.6 123.6％ 75.2 101.1％
H28年度 22.1 101.1％ 63.6 95.9％ 12.1 24.5 3.9 111.0％ 73.2 97.3％
H29年度 24.5 97.3％ 60.0 94.4％ 9.4 23.2 3.8 94.9％ 70.7 96.5％
H30年度 23.2 96.5％ 59.8 99.7％ 18.5 23.6 4.0 101.7％ 77.9 110.2％
R元年度 23.6 110.2％ 65.5 109.5％ 21.5 28.8 4.4 121.9％ 81.8 105.0％
R2年度 28.8 105.0％ 70.9 108.3％ 13.9 38.9 5.7 134.9％ 74.7 91.4％
R3年度 38.9 91.4％ 76.1 107.3％ 7.8 42.5 6.9 110.0％ 80.3 107.4％
R4年度 42.5 107.4％ 76.5 100.6％ 2.9 42.2 6.4 99.4％ 79.6 99.2％

36.5 5.5 99.3％

※　国・ホクレン対策（8千t）を踏まえた推計値
資料：一般社団法人Jミルク公表資料（令和4年1月28日）より作成
注：R元年度までは実績、R３年度以降は予測数量
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３．年度末の生乳需給について
　生乳生産量は、これから５～６月に向けて年間
で最も多く増加して行く時期となります。抜本的
な生乳需給の改善が見られないなか、年明け以降、
オミクロン株を中心としたコロナ感染者数が、急
激に増加しています。これまでと異なり、児童等
の感染者数も増加しており、学級閉鎖などの措置
が取られる地域も拡大しています。かつ、３月末

から４月はじめにかけては春休みにより学校給食
が休止する時期でもあります。1/28にJミルクが公
表した需給見通しでは、脱脂粉乳・バター等へ仕
向けられる生乳数量は、全国で３月に198千ｔ、４
月に187千ｔと非常に大きなものが見込まれてお
り、再び、処理不可能乳の発生が懸念されています。
生乳生産者をはじめ業界関係者の引き続きのご協
力が必要不可欠な状況が続いています。

【年末年始の処理不可能乳の発生量試算（J ミルク資料）】

【中央酪農会議では新聞広告や動画のウェブ配信などを実施】

【インテージ SRI データによる牛乳類の販売本数の動向】
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1
①

令和４年度加工原料乳生産者
補給金等の決定

　農林水産省は令和３年12月24日、食料・農業・農村政策審議会に対し令和４年度畜産物価格について諮
問を行い、その答申を受けた。これを踏まえ、令和４年度加工原料乳生産者補給金等は前年度と同水準に決
定した。

　加工原料乳生産者補給金等制度では、今後需要の増加
が見込まれる乳製品に生乳を仕向けやすい環境を整備
し、需給状況に応じた乳製品の安定供給の確保等を図る
ため、加工原料乳（脱脂粉乳・バター等向け、チーズ向
け及び生クリーム等の液状乳製品向けの生乳）について
生産者補給金を交付するとともに、集乳を拒否しない等
の要件を満たす事業者（指定事業者）に対し、加工に仕
向けた量に応じて集送乳調整金を交付する。また、加工
原料乳生産者経営安定対策事業では、加工原料乳の取引
価格が低落した場合の補塡を行う。
　令和４年度の加工原料乳生産者補給金単価の算定に際
して、生乳生産費にもっとも大きな影響を及ぼす物財費
のうち飼料費の高騰は「引き上げ要因」と位置付けられ
た一方、乳牛償却費（初妊牛価格）の下落は「引き下げ
要因」となった。また、集送乳調整金単価については、
燃料価格の高騰等が「引き上げ要因」、輸送量の増加が「引
き下げ要因」となった。さらに、総交付対象数量につい
ては、乳製品の需給が緩和し、その過剰在庫問題が社会
問題化する中で予断を許さない状況が続いている。こう
した厳しい見通しの中での据え置き決定であった。

１．加工原料乳を対象とする生産者補給金等の交付
（所要額） 37,481（37,481）百万円

　「畜産経営の安定に関する法律」に基づき、生乳の再
生産の確保と全国の酪農経営の安定を図るため、加工原
料乳について生産者補給金等を交付する。
　令和４年度の生産者補給金単価は8.26円/kg、集送乳
調整金単価は2.59円/kg、総交付対象数量は345万トンに
決定した（表１参照）。

２．加工原料乳の取引価格が低落した場合の補塡
（所要額）6,219（6,219）百万円

　平成13年度からの新制度の下で、加工原料乳価格が市
場実勢を反映して形成されることになったことから、加
工原料乳の取引価格が需給変動等により補塡基準価格

（過去３年間の取引価格の平均）を下回った場合に、生
産者の拠出と国の助成金により造成した「生産者積立金」
により、生産者に補塡金（低落分の８割）を交付する事
業（加工原料乳生産者経営安定対策事業）を引き続き実
施する（表２参照）。
　これにより、加工原料乳生産者補給金制度と一体と
なって、酪農経営の安定を図り、生乳の再生産の確保及
び牛乳乳製品の安定供給に資する。

表１　加工原料乳生産者補給金等単価と総交付対象数量の推移

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４
補給金単価 （円／kg） 8.23 8.31 8.31 8.26 8.26
集送乳調整金単価 （円／kg） 2.43 2.49 2.54 2.59 2.59
総交付対象数量 （万トン） 340 340 345 345 345

表２　補填基準価格と平均取引価格の推移
単位：円/kg

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３
補填基準価格 80.81 82.44 83.18 83.80 83.61
平均取引価格 83.43 83.89 84.09 82.86
低落額 － － － 0.94
補填金単価 － － － 0.75
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業振興機構理事長賞、中央酪農会議会長賞）に、上位三
賞以外の中から、「審査員特別賞」として１アイテムが
選出された。また、部門賞12アイテムが、各部門の「優
秀賞」以上の中から１点ずつ選出された（表参照）。なお、
今回受賞したチーズ（30アイテム）は、2022年３月に開
催されるWorld Championship Cheese Contestへ出品す
る権利が与えられる予定である。

２．審査の結果
　厳正な審査の結果、最優秀賞の「農林水産大臣賞」は、
兵庫県の（株）丹波婦木農場丹波チーズ工房の「蔵熟成
ゴーダ」（ハード熟成６ヵ月以上）が受賞した。このほ
か上位賞として、「農畜産業振興機構理事長賞」は兵庫
県の（一財）神戸農政公社六甲山牧場チーズ工房の「六
甲山牧場のリコッタ」（ホエイ）、「中央酪農会議会長賞」
は広島県のやぎ丸農場の「セラ・シェーブル」（シェー
ブル）、「審査員特別賞」は北海道の高橋牧場の「ラクレッ
ト」（ハード熟成３ヵ月未満）が受賞した。
　11月９日に開催された表彰式では、新型コロナウイル
ス感染拡大を防止する観点から、上位３賞と審査員特別
賞の受賞者、報道関係者などに出席を限定し、式典の模
様はオンラインでライブ配信された。表彰式後には、ゲ
ストプログラムとして、最終審査員を務めたタレントの
井上咲楽さんらによる国産ナチュラルチーズを使った料
理とトークの録画番組などがオンラインで放映された。

2
②

第13回 ALL JAPAN ナチュ
ラルチーズコンテストの概要

　本会議は、国産乳製品等競争力強化対策事業（国産チーズ競争力支援対策事業）の補助を受けて、第13
回 ALL JAPAN ナチュラルチーズコンテストを開催した。ここでは、令和３年10月27日～28日の２日
間に亙り実施した審査の結果と、同11月９日に開催した表彰式等の概要を紹介する。

１．審査の概要
　本コンテストは、国産ナチュラルチーズの製造技術向
上と消費拡大などを目的に平成23（1997）年度から隔年
で開催している。13回目となる本年度の開催主旨は、①
日本人の嗜好にあったチーズの製造や、わが国の気候風
土にあった独自のナチュラルチーズ文化を創造し、今後
の生乳需要拡大を図る、②国産ナチュラルチーズに対す
る専門家等によるアドバイス、ユーザーからの意見等を
聞く機会を設けることにより、国産ナチュラルチーズの
製造技術向上を図る、③ユーザーへの国産ナチュラル
チーズの紹介の場を設けることにより、販路拡大を図る、
等となっている。
　今回は全国のナチュラルチーズ生産者96者から224ア
イテムが出品され、10月27日に一次審査、同28日に二次
審査と最終審査が実施された。出品対象者は、「現在、
乳製品製造業の営業許可を取得し、国産ナチュラルチー
ズを自社で一貫して製造し、販売（小売）している者」
である。
　一次審査では、全審査対象224アイテムから30アイテ
ムが「優秀賞」以上として選出され、そのうち20アイテ
ムが二次審査対象に選出された。二次審査では、一次審
査で選出された20アイテムの中から、10アイテムが「金
賞」以上として選出された。最終審査では、二次審査で
選出された10アイテムの中から９アイテムが審査対象と
なり、３アイテムが上位三賞（農林水産大臣賞、農畜産

第13回 ALL JAPAN ナチュラルチーズコンテスト受賞者
賞　　名 都道府県 チーズ製造者名 出品チーズ

農林水産大臣賞 兵 庫 県 （株）丹波婦木農場 丹波チーズ工房 ※蔵熟成ゴーダ
農畜産業振興機構理事長賞 兵 庫 県 （一財） 神戸農政公社 六甲山牧場チーズ工房 ※六甲山牧場のリコッタ
中央酪農会議会長賞 広 島 県 やぎ丸農場 ※セラ・シェーブル
審査員特別賞 北 海 道 株式会社 髙橋牧場 ※ラクレット

金　　賞

佐 賀 県 有限会社 ナカシマファーム BROWN CHEESE
北 海 道 チーズ工房タカラ ※タカラのマルタ
北 海 道 有限会社 パインランドデーリィ ※旨みゴーダ
大 阪 府 IL FIORETTO ※百花 ～ももか～
北 海 道 旭川あらかわ牧場 合同会社 和乾酪 黒にんにくしょうゆ
沖 縄 県 Cheeseanista チーズ/ヨーグルト工房 ※Little ISLAND tyri （Marinated）牛

優 秀 賞

岩 手 県 （一社）葛巻町畜産開発公社 くずまき高原牧場 ほたる（さけるチーズ）
東 京 都 CHEESE STAND ※レモングラスブッラータ
佐 賀 県 有限会社 ナカシマファーム Shirokabi 白カビチーズ
北 海 道 株式会社 十勝野フロマージュ ※Banba
北 海 道 ニセコチーズ工房 有限会社 ※ウォッシュチーズ 二世古 風音【kazane】
北 海 道 株式会社 十勝野フロマージュ ※ブルー・ド・フロマージュ
広 島 県 三良坂フロマージュ 富士山・炭
北 海 道 株式会社 髙橋牧場 鎮
北 海 道 共働学舎 新得農場 ラクレット
新 潟 県 株式会社 佐渡乳業 農場クリームチーズ
群 馬 県 合同会社 ビルミルク（Vilmilk Cheese Factory） ミナスチーズ
秋 田 県 株式会社 明通りチーズ工房 スカモルツァ酒
千 葉 県 チーズ工房【千】sen 季節の熟成チーズ
広 島 県 三良坂フロマージュ アカショウビン
群 馬 県 公益財団法人 神津牧場 神津チェダー
群 馬 県 公益財団法人 神津牧場 神津サラミケーゼ
北 海 道 （株）ファットリアビオ北海道 リコッタフレスカ
東 京 都 CHEESE STAND リコッタサラータ
教育機関 北海道岩見沢農業高等学校 食品科学科 フィバスの瞳
大 阪 府 IL FIORETTO 黒花 　～こっか～

注）出品チーズ名に※印を付したチーズは「部門賞」も同時受賞した。
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　CAP予算の40％は気候変動対策に配分し、EUの多年
にわたる金融枠組み（MFF）期間の終わりまで、生物
多様性対策にEU予算の10％を投入するという「一般宣
言」を強く支援する。

２．公平性向上のための“より公平なCAP”
　次期CAPは、最も支援が必要な者を優先することを
支持する。
・所得支持の再分配
　EU加盟国は、中小規模農場の所得安定により良く対
処するため、直接支払いのうち、少なくとも10％を再分
配所得支持に配分する必要がある。
・意欲的農家の支援
　次期CAPでは、「意欲的な活動の基準」を含め、EU
加盟国が設定する意欲的な農家の必須かつ柔軟な定義が
設定される。意欲的な農家だけが特定のEUの支援を受
け取る可能性がある。
・労働条件の改善
　CAP直接支払いは、一定のEU労働基準（労働者の尊
重）に関連付けられていて、受益者に農場での労働条件
を改善するためのインセンティブを与える。
・直接支払いの平準化
　次期CAPにおける所得支持の水準は、それぞれのEU
加盟国内とEU加盟国間の両方でより平準化する。
・若い農家の支援
　EU加盟国は、若い農家の収入、投資援助、あるいは
起業支援の形で、若い就農者に対して直接支払い予算の
少なくとも３％を配分する必要がある。
・ジェンダーバランスの改善
　男女平等と女性就農者の増加は、初めてCAP戦略計
画の目標の一部となった。EU加盟国は、これらの問題
を精査し、明らかとなった課題に取り組まなければなら
ない。

３．農家のための“より競争的なCAP”
　次期CAPは、サプライチェーンにおける農家の立場
を強化し、農業食品部門の競争力を高める。
・交渉力の改善
　新しいルールは、生産者組織を再強化し、農家が協力
することを奨励し、市場における農家の交渉力を強化す
ることを可能にする。
・市場志向性
　次期CAPは、前回の改革による全体的な市場志向性
を維持しつつ、EUの農場が欧州及びそれ以外の需要に
対して供給を一致させることを奨励する。
・危機対策
　改革されたCAPには、将来の危機に対処するため、
少なくとも年間4億5,000万ユーロに達する新しい金融準
備金が含まれている。
・ワイン部門への支援
　次期CAPにおいては、特定ルールの下でワイン部門
の支援を改善することが合意されている。

3
③

新たなEU共通農業政策
（CAP）の特徴

　2021年12月２日、EU閣僚理事会において共通農業政策（CAP）の法的裏付けとなる３規則が承認され、
2023年から2027年までの５年間を対象とする次期CAPが正式に採択された。新たなCAPは、農業の持
続可能な未来を確保することを目標に、小規模な農家に対してよりターゲットを絞った支援を提供すること
になっており、わが国にとっても重要な先進事例となるであろう。

　CAPは1992年以来数年ごとに改革を続けており、
2023年１月に始まる次期CAPは、主要政策分野で多く
の改革が実施される。これにはEUの目標である公正で、
社会・環境・経済的に持続性が高く、かつ競争力のある
農業と林業への移行を支援するための多くの改革が含ま
れている。
　なお、次期CAPの法的裏付けとなる3規則とは、欧州
委員会、欧州議会、閣僚理事会との間で行われた政治
合意を法的に裏付けるもので、①戦略計画の策定及び
CAPの財源となる欧州農業保証基金（EAGF）と欧州農
業農村振興基金（EAFRD）に関する規則、②CAPの財政、
運営、監視に関する規則、③農業組織、農産物や食品の
品質、食品表示や地理的表示に関する規則である。次期
CAPの特徴は次の通りである。

１．持続可能性向上のための“より環境に優しいCAP”
　次期CAPは、包括的な環境・気候政策のパッケージ
である欧州グリーンディール（EGD：European Green 
Deal）の目標により大きな貢献をする農業を支援する。
欧州委員会は2019年12月、地球規模で環境・気候問題が
深刻化する中、2050年までにEU域内の温室効果ガス排
出を実質ゼロにするというEGDを最優先政策に掲げた。
・より積極的な環境保全計画
　EU加盟国のCAP戦略計画は、環境と気候に関する法
律に沿って作成される。CAP戦略計画の下、それぞれ
のEU加盟国は、従来の計画期間に比べて環境保全と気
候変動に対する高い（逆戻りできない）目標を示す義務
があり、気候・環境法が変更されたときには計画を更新
することが求められる。
・EGD目標への貢献
　EU加盟国のCAP戦略計画においては、EGDの目標達
成に貢献することが求められる（CAP勧告では、EU加
盟国にどのような貢献が期待されるかを具体的に定めて
いる）。
・強化された要件
　CAPの受益者は、より強力な必須要件と結び付けら
れた補助金の支払いを受けるようになる。例えば、すべ
ての農場で、耕地の少なくとも３％は生物多様性と低生
産性に配慮することが求められ、耕地の７％を達成する
ために環境保全計画を通じて支援を受けることができ
る。湿地や泥炭地の保護もその対象となる。
・環境保全計画の促進
　直接支払いのための予算の少なくとも25％が環境保全
計画に割り当てられ、動物福祉の改善と、気候と環境に
優しい農業慣行や取組（有機農業、農業生態学、炭素農
業など）に対するより強力なインセンティブを与える。
・農村の振興
　農村振興政策予算のうち、少なくとも35％を気候変動、
生物多様性、 環境保全、動物福祉関連の支援策に割り当
てる。
・戦略計画の運用
　環境保全対策への支出のうち少なくとも15％（現在の
計画期間中は10％）を、果物や野菜の分野に割り当てる。
・気候変動対策と生物多様性
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費者交流に係る感染予防ガイドライン」の解説に加え、
酪農教育ファーム活動を行う上で、「来場者」と「受け
入れる牧場」の双方における「安全」と「衛生面」に関
して、どのようなことを意識すればよいのか等について
講演した。
　消費者交流活動における新型コロナウイルス感染予防
対策については、地域の生活圏において緊急事態宣言が
発出されている等、地域での感染拡大の可能性が報告さ
れた場合は、自粛等（無理をして実施しないこと）の重
要性を強調した。

２．自らの酪農体験プログラムを磨くワークショップ
　本ワークショップは、参加者の主体性を重視した体験
型の研修（参加者同士の話し合い等を含む）を通じて、
酪農教育ファームファシリテーターの役割や重要性を再
確認し、自らの酪農教育ファーム活動を客観的に振り返
り、これまでの成果と課題、課題解決の方法等に気付
き、ファシリテーションスキルの向上を図ることを目的
としている。本年度は、上田　融氏（NPO法人いぶり
自然学校　代表理事）、石川世太（株式会社musuhi　取
締役COO、ひとつまみの希望主宰）を講師に迎えワー
クショップを実施した。

4
④

令和３年度酪農教育ファーム
スキルアップ研修会の概要

　本会議は、令和３年９月７日から同11月19日の間、８回に亙り酪農教育ファームスキルアップ研修会を
WEBにて開催した（表参照）。本研修会の主な目的は、酪農教育ファーム活動における安全・衛生・防疫対
策について再確認すること、ファシリテーションスキルを向上させること、最近の酪農を巡る情勢に関する
情報と問題意識の共有を図ること等であり、合計156名のファシリテーターが受講した。

１．酪農教育ファーム活動における安全・衛生・防疫対
策の確認

　酪農教育ファーム活動の基本である「安全・衛生・防
疫対策」について再確認することを目的として、木島秀
雄氏（愛知県学校給食牛乳協会　事務局長）、村田　亮
氏（酪農学園大学獣医学群　講師）、天野はな氏（千葉
県農業共済組合西部家畜診療所　技術主査）による講演
を行った。

（１）木島秀雄氏による講演
　木島講師は、酪農教育ファームは、一般的な酪農家（牧
場）と比べて家畜と人との直接的・間接的接触の機会が
多いこと、このことから人を介在して家畜が伝染病に感
染するリスクが高いこと、また動物（家畜）に由来する
感染症等に人（特に子供）が感染するリスクも高いこと
を踏まえ、「酪農教育ファーム認証牧場における安全・
衛生等の管理対策について」と題して、「安全管理」、「衛
生管理」、「生乳の取り扱い」、「手作り体験時の注意点」
等について講演した。
　とくに、安全な酪農体験を実現するため受け入れ前に
実施しておくこととして、①異常牛と要注意牛は隔離、
②危険エリアと見学可能エリアの区分の明確化、③畜舎
周囲の整理整頓・清掃・消毒、④牛舎出入口の踏込消毒
槽の設置、⑤手洗い場の準備や
石鹸・消毒液等の確認、⑥薬品
類（消毒剤・殺虫剤等）管理の
徹底、⑦重機・作業用車両の安
全管理の徹底、⑧保険（施設賠
償責任保険・生産物賠償責任保
険等）の加入、⑨食品の手作り
体験実施の場合の保健所への事
前相談等の重要性を指摘した

（各講師共通）。

（２）村田　亮氏による講演
　村田講師は、伝染病学、公衆
衛生学並びに家畜衛生学の観点
から、「酪農教育ファームにお
ける安全・衛生の確認」と題し
て、酪農教育ファームにおける

「安全」、「衛生」並びに「生乳
の取り扱い～手作り体験時の注
意点～」に関して再確認すべき
ことを中心に講演した。

（３）天野はな氏による講演
　天野講師は、「酪農教育ファー
ム活動における安全・衛生・防
疫対策の基準」と題して、「新
型コロナウイルスを想定した消

表　令和３年度酪農教育ファームスキルアップ研修会
（敬称略）

№ 開催日 安全・衛生・防疫講師 ワークショップ講師 参加者数

１ ９月7日 愛知県学校給食牛乳協会
事務局長　木島秀雄

NPO法人いぶり自然学校
代表理事　上田　融

24

２ ９月17日 酪農学園大学獣医学群
講師　村田　亮 16

３ 10月５日
千葉県農業共済組合
西部家畜診療所
技術主査　天野はな

17

４ 10月14日 愛知県学校給食牛乳協会
事務局長　木島秀雄 10

５ 10月29日
千葉県農業共済組合
西部家畜診療所
技術主査　天野はな

株式会社musuhi
取締役COO
ひとつまみの希望主宰
石川世太

23

６ 11月５日 酪農学園大学獣医学群
講師　村田　亮 18

７ 11月10日
千葉県農業共済組合
西部家畜診療所
技術主査　天野はな

21

８ 11月19日 酪農学園大学獣医学群
講師　村田　亮 27
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３．年齢別の基幹的農業従事者数
　農業経営体の太宗を占める個人経営体の基幹的農業従
事者（仕事が主で、主に自営農業に従事した世帯員）は
1,363千人で、５年前に比べ394千人（22.4％）減少した。
年齢階層別にみると、もっとも減少したのは60～64歳層
で、続いて75～79歳層、65～69歳層、55～59歳層の順で
あった。また、基幹的農業従事者の規模階層別の構成比
は、５年前に比べて70～74歳層と65～69歳層での増大
が著しい（図２参照）。以上のことから、基幹的農業従
事者の減少と高年齢化が同時に進行していることが分か
る。

5
⑤

基幹的農業従事者の減少と高年齢化が同時進行
－ 2020年農林業センサス結果 －

　農林水産省が公表した「2020年農林業センサスの結果（確定値）」によると、わが国における農林業の
経営体数は1,092千経営体で、５年前（2015年）に比べて312千経営体（22.2％）減少した。このうち
農業経営体数は、1,076千経営体で21.9％減少しており、基幹的農業従事者の減少と高年齢化が同時に進
行している。

　農林業センサスは、農林業の生産構造、就業構造及び
農山村等の農林業をとりまく実態を明らかにするととも
に、農林行政の推進に必要な基礎資料を整備することを
目的として、全国の全ての農林業経営体等を調査対象と
して５年ごとに実施している「基幹統計調査」である。
わが国の農林業センサスは、1950年から5年ごとに実施
しており、今回で15回目（林業センサスについては９回
目）となる。
　わが国の酪農経営体、とくに個人経営体（世帯で事業
を行う経営体で、法人化して事業を行う経営体は含まな
い）においても、従事者の減少と高年齢化が同時進行し
ており、将来の担い手確保が喫緊の課題となっている。
ここでは、わが国の農業における生産構造の変化を理解
するため、農業経営体全体の実態をみてみよう。

１．農業経営体数の推移
　全国の農業経営体数（2020年２月１日現在）は1,076
千経営体で、５年前に比べ301千経営体（21.9％）減少
した。農業経営体のうち、個人経営体は1,037千経営体
で同303千経営体（22.6％）減少した一方、団体経営体
は僅かに増加した。増加する団体経営体においては、非
法人団体が減少傾向にある中で、法人団体（農事組合法
人、会社法人）は増加傾向にある（表１参照）。

２．農産物販売金額規模別の農業経営体数
　図１において農産物販売金額規模別に農業経営体数の
増減率をみると、５年前に比べ3,000万円以上層で農業
経営体数は増加した一方、3,000万円未満層ではすべて
の階層で減少した。とくに、農産物販売金額50万円未満
層における減少と５億円以上層での増加が著しかった。
以上のことから、農業経営体の減少が続く中で、法人化
による規模拡大の進展が継続していることが分かる。

表１　農業経営体数の推移
単位：千経営体

農業経営体計 個人経営体 団体経営体
非法人団体 農事組合法人 会社法人 その他

2010年 1,680 1,644 14 4 13 5
2015年 1,377 1,340 10 6 17 4
2020年 1,076 1,037 7 7 20 3

増減率（％）
2015年/2010年 △ 18.0 △ 18.5 △ 28.6 50.0 30.8 △ 20.0
2020年/2015年 △ 21.9 △ 22.6 △ 30.0 16.7 17.6 △ 25.0

注）数値については表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
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米国の補助的栄養支援プログラムの
概要

　米国における補助的栄養支援プログラム（SNAP：
Supplemental Nutrition Assistance Program）は、低
所得者向けに行われている食料費補助対策（社会保障
政策）の一つである。米国農務省（USDA）は2021年
８月、SNAPの支出基準の見直しにより、平均給付額
を25％増額することを発表した。酪農乳業関係者の間
では、これによって牛乳乳製品の消費がいっそう拡大
することに期待が高まっているという。

１．SNAPの歴史
　食料費補助対策としてのSNAPの萌芽は、1933年の
農業調整法にみられる。当時は、大恐慌の中で穀物価
格が急落し、生産農家は余剰穀物の処理に困っていた。
このような農家の窮状を救うため、連邦政府は余剰穀
物を買い上げ、飢餓撲滅活動を行う州政府や地域コ
ミュニティに配分することにした。その後、この活動
を正式な食料費補助対策とするため、1939年にフード・
スタンプ・プログラムが策定された。
　このプログラムは、国内経済が活況に転じて、貧困
者が急減したとみられた第二次世界大戦中（1943年）
に終了した。しかし、食料費補助対策はケネディ政権
の下で1961年にフード・スタンプのパイロット・プロ
グラムとして再開され、1964 年にはフード・スタンプ
法が制定された。フード・スタンプの受給者は、1969
年に約287.8万人（総受給額228.80百万ドル）であった
ものが、2013年には約4,763.6万人（76,066.32百万ドル）
に増加した。2013年以降は減少傾向に転じたが、2021
年に約4,190.2万人（約2,190.9万世帯）が利用しており、
米国民の約８人に１人が受給し、約２人に１人は生涯
で少なくとも１度は受給しているという状況になって
いると言われている（図１参照）。

　食料費補助対策は、個別法（恒久法）としては1964
年のフード・スタンプ法の制定からだが、2008年には
食品・栄養法となり、これによって連邦政府及び州政
府に権限が賦与されている。なお、1973年からは包括
的な農業法によっても権限が賦与されている。フード・
スタンプの形態は、当初、通貨と同様に使用できる引
換券（金券）の一種で、一般のスーパーマーケットで
も使用できた。引き換えの対象は食料品であり、タバ
コやビールなどの嗜好品は対象外である。
　米国における農業歳出の多くの部分を占める食料費
補助対策のなかでもSNAPは最大のものである。フー
ド・スタンプは2008年の農業法で、紙の引換券が原
則廃止され、2009年６月17日から、SNAPの受給者が
SNAPで食品を購入するには、原則EBT（Electronic 
benefit transfer）カードでのみになった。各州では、
既に2004年からEBTカードによるSNAP支給を実施し
ていた。EBTカードは、磁気テープが装着されたプラ
スチックカードで、買い物に使用できるようになって
いる。このEBTカードの導入は、政府の引換券発行に
係る事務経費等の削減に大きく貢献している。
　また、米国農務省（USDA）の食品栄養サービス局

（FNS）では、EBTカードで電子的に小売取引を監視・
追跡し、不正取引の取引データにみられる共通パター
ンから、潜在的にリスクの高い小売店舗を特定してい
る。そのため、EBTの取引データから罰則を受ける小
売店舗が増加しているという。

２．SNAPの社会経済的意義 
　SNAP導入の意義は、直接的には低所得者に対して
食料の入手を支援することであるが、給付が極めて大
規模に行われており、そのため経済全体の活性化効果
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を有するとされている。USDAは、SNAPの役割・効
果を以下のように解説している。 
①経済が下降局面のときにSNAPの受給者は増加する

が、かれらは食事を摂れるようになる。逆に、経済
が上昇局面にあるときにはSNAPの受給者は減少す
る。SNAPは、社会的弱者（子供、高齢者、障害者など）
に多く提供されているが、受給資格を満たした低所
得者であれば、誰でも受給できる。2021年時点では、
約８人に１人がSNAPを受給している。

②食料入手の不安を解消する。食料の不安を経験して
いる人（資力がないため、十分な食料を手に入れる
のが困難な人）の数は、2008年から2013年にかけて
急増したが、SNAPの存在により、かなりの人びと
の食料の不安が解消された。

③SNAPは数百万人の人びとを貧困から救っている。
米国国勢調査局によれば、2010年には46.2百万人、
率にして15.1％（2019年は約34.0百万人、率にして約
10.5％）の米国民が貧困層に分類されている。また、
米国国勢調査局では、SNAPの支給が収入に含まれ
れば、3.9百万人（このうち、1.7百万人は子供）の米
国民が貧困から抜け出せるとしている。

④経済が下降局面にあるとき、SNAPは経済に対して
財政上の後押しをする。乗数効果で、SNAPの新た
な1ドルは、1.73ドルの経済効果をもたらすという試
算結果がある。家族がSNAP支給で健康的な食事を
すれば、店舗やそこで働く従業員にも利益を与える
し、食品を運搬するトラックの運転手、在庫を格納
する倉庫、農産物を生産する農業者などにも利益を
与える。SNAPの支給が10億ドル増えれば、18,000（う
ち3,000は農場の仕事）のフルタイムの仕事が創出さ
れる。

３．SNAP支給の仕組み
　先述のように、食料費補助対策としてのフード･ス
タンプ・プログラムは、個別法としては1964年のフー
ド・スタンプ法の制定が最初である。2008年の農業法
では、フード・スタンプ法を食品・栄養法に改定する
とともに、フード・スタンプ・プログラムもSNAPと
名称変更している。管轄は、米国農務省（USDA）の
食品栄養サービス局（FNS）であるが、州も権限を有
しており、食品・栄養法等において様々なオプション
や免除規定も存在している。以下では、主として連邦
レベルのSNAP支給の仕組みを紹介する。 
　SNAPは、低所得者で同プログラムの有資格家庭が
栄養的に適切な低コストの食事を摂ることを補助し、
主として食品の購買力を高めるために計画されている
ものである。SNAPの受給単位は世帯（１人世帯も含
まれる）である。SNAPを受給するには、世帯の各人
が共に申請を行う。
　共に暮らしていても、食品の購入を別々にし、食事
も別にする場合にはSNAPの受給も別々になる。ただ
し、①配偶者、②親子（子どもは21歳以下）、③親代わ
りの世話人の下に暮らしている18歳以下の者は、食品
の購入を別々にし、食事も別であっても、共に申請を
行うことになる。また、60歳以上で他の者と暮らして
おり、相当程度の障害により、別々に食品を購入、あ
るいは食事を用意することができない者は、一緒に暮
らしている者の収入が連邦貧困水準の165％以下の場
合、その者とは別に申請することができる。 
　SNAPの申請に対して、それが資格要件を備えてい
るか否かが審査されるが、審査には「財産に関する資
格要件」と「勤労に関する資格要件」とがある。一旦、

受給資格が認められると、世帯の人数、月間支給の最
大額、世帯の純収入等を考慮に入れ、世帯の月ごとの
SNAP支給額が計算される。
　SNAPの支給は、州の事務所の権限で実施され、非
課税であり、購入する品物にも売上税は課されない。
原則としてEBTシステムで支給される。具体的には、
受給者が支給されたEBTカードを使って、承認された
小売店舗において食料品を購入する仕組みであり、販
売時点で、購入金額が受給者のSNAP口座から差し引
かれ、小売店の口座に入金される。

４．SNAPの受給資格
（１）財産に関する受給資格 
　SNAPを受給するには、収入（月収）と資産が法で
定める限度以下でなければならない。 世帯の粗月収
から一定の控除を差し引くことにより純月収が産出さ
れる。これは、世帯すべての収入が食品に支出される
わけではないことなどから、標準的な収入の一部のほ
か、労働に付随するコストや高価な非食品への支出な
どを、粗月収から差し引くという趣旨である。
　要件となる粗月収は連邦貧困水準（FPL：Federal 
Poverty Level）の130％、純月収はFPLの100％以下と
なっている（表１参照）。高齢者や障害者がいない世
帯は、粗月収と純月収との両方について要件を満たす
必要がある。一方、高齢者や障害者のいる世帯は、純
月収の要件のみ満たせば良い。
　資産は、高齢者・障害者がいない世帯は2,250ドルを
超えてはならず、高齢者・障害者がいる世帯は3,500ド
ルを超えてはならない。資産には、現金・預金、株式、
国債、支払保険金などが含まれる。しかし、主たる住
宅や事業用資産などは含まれない。なお、4,650ドル以
上の市場価値がある車両は資産に含まれる。

（２）勤労に関する受給資格 
　勤労可能な成人については、扶養家族の有無にかか
わらず、「受給資格を得る」あるいは「受給資格を維
持する」ために次の要件を満たさなければならない。 
①求職の登録（具体的には、SNAPの州の事務所また

は就職に関する州の事務所への登録）
②求人があった場合に適切な仕事を受け入れること

表１　2021会計年度における粗月収と純月収の上限
（2020年10月～2021年９月）

単位：ドル

世帯の人数 48州
ＤＣ、諸領 アラスカ ハワイ

１人 粗月収 1,383 1,728 1,591
純月収 1,064 1,330 1,224

２人 粗月収 1,868 2,335 2,149
純月収 1,437 1,796 1,653

３人 粗月収 2,353 2,942 2,707
純月収 1,810 2,263 2,082

４人 粗月収 2,839 3,548 3,265
純月収 2,184 2,730 2,511

５人 粗月収 3,324 4,155 3,822
純月収 2,557 3,196 2,940

６人 粗月収 3,809 4,762 4,380
純月収 2,930 3,663 3,370

７人 粗月収 4,295 5,368 4,938
純月収 3,304 4,130 3,799

８人 粗月収 4,780 5,975 5,496
純月収 3,677 4,596 4,228

９人以上
１人ごと

粗月収
純月収

486 607 558
374 467 430
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③州のSNAP事務所が策定した求職や職業訓練に関す
る要件を満たすこと

④州の公的扶助機関に対し勤労の可能性に関して、十
分な情報を提供すること

⑤十分な理由がないにもかかわらず仕事を辞めたりし
ないこと

　以上の要件を満たしていないときには、SNAPの受
給が停止される。受給停止期間は州によって異なるが、
１ヶ月から６ヶ月である。さらに、世帯主が勤労に関
する要件を満たしていない場合には、世帯全部が180
日間受給を停止される。以上の要件が免除される者は、
子供、高齢者及び障害者である。

（３）受給資格が無い、または失われる場合
　受給資格は、「財産に関する資格」や「勤労に関す
る資格」以外の要因でも否定されることがある。
　まず、市民権を得ていない者の多くは受給資格を持
たない。受給資格が与えられるのは、最低５年間米国
で法的に有効に居住している者、法的に有効な移民の
子ども（18歳以下）、1996年８月以前に法的に有効に
居住する高齢者及び障害者、難民及び難民収容者、退
役軍人等である。 
　SNAPの受給資格は、故意にプログラムの準則に違
反した場合、短いときには１年間、長いときには永久
に剥奪される。また、州は他の社会援助プログラムで
受給資格を剥奪された者について、SNAPの受給資格
も剥奪することができる。さらに、2014年農業法は、
籤（くじ）やギャンブルで多額の金銭を得た場合、世
帯がSNAPの財産上の要件を満たすようになるまで
SNAPの資格を停止することを規定している。

５．SNAPで購入できる食品
　各世帯が家庭で調理し、消費する食品は、承認され
ている小売店舗においてSNAPで購入できる。しかし、
購入できるのはSNAP対象食品のみであり、生きた動
物や鳥（魚介類は除く）、アルコール飲料、温かい食品、
店内で食べられる食品などは購入できない。
　一方、個人で消費するための食品を生産するための
種子や植物もSNAPで購入できることになっている。
また、高齢者、ホームレスや障害者の受給者及びその
配偶者は、承認された地域の食事プログラムで提供さ
れる食事や宅配の食事をSNAPで購入できる。
　変わったところでは、アラスカの一部において、狩
猟・漁猟に必要なネットや釣り竿・ナイフなども購入
できる。なお、SNAPは、承認された小売店舗におい
てのみ使えるが、小売店舗は多彩であり、スーパーマー
ケットからファーマーズ・マーケット、コンビニエン

ス･ストアまで承認されている。

６．SNAPの運用状況
　SNAPの所管省庁はUSDAであるが、基準の設定や
運用は、州政府毎に任されていることから受給資格は
まちまちである。州の経済実態によっては、連邦レベ
ルで定めた粗月収（控除される前の収入）よりも上回
る粗月収でも認められることがある。例えばワシント
ン州では、家賃高騰の影響により、収入要件が連邦レ
ベルの約1.6倍近くになっている。
　2021会計年度（2020年10月～2021年９月）における
SNAP受給額（手当）の上限（最大額）は、例えば４
人家族の場合、48州及びワシントンDCで680ドル、ア
ラスカ（都市）で837ドル、ハワイで1,252ドルなどで
ある（表２参照）。
　2021年６月時点では、約4,233.9万人（約2,239.2万世
帯）が受給し、約96.2億ドルが給付された。しかし、
ある程度の自給自足生活が行われている地域では、受
給対象となる収入以下でも十分に生活が維持できると
され、SNAPの存在を知らない、あるいは知っていて
も受給しない者も多数存在していると言われている。

７．結びにかえて
　米国農務省経済調査局（USDA／ERS）の「2003年
～2018年の１人当たりの飲用牛乳消費量の減少に関す
る調査」（2021年10月公表）によると、米国の１人当
たりの飲用牛乳消費量は過去70年以上にわたって減少
し続けており、その減少率は2000年台の年平均1.0％か
ら2010年台には同2.6％と、ここ10年間に拡大している。
また、1970年以降、チーズやヨーグルトの消費量は約
３倍に増加しているが、飲用牛乳の消費量の減少によ
り、米国の人口の約90％は政府が示した「食事摂取基
準」を満たす乳製品を摂取していないことになってい
るという。
　米国における飲用牛乳消費の減少は、さまざまな要
因が考えられるが、子供の頃に牛乳をあまり飲まずに
育った若い世代は、その後もその傾向は続くことから、
12歳以下の子供と13歳～19歳の若者の消費量の減少が
懸念されている。別の調査などでは、学校給食プログ
ラムの変化により、昼食に牛乳を飲まない生徒が増え
たとするものもある。
　したがって、食料費補助対策の一つであるSNAPの
拡充によって、低所得者層、とくに若い世代の牛乳の
消費量が増加することに期待が高まっている。生乳需
要の持続的拡大を目指すわが国にとっても、若い世代
における飲用牛乳の消費慣行の定着は焦眉の課題と言
えよう。

表２　2021会計年度におけるＳＮＡＰ手当の最大額
単位：ドル

世帯の人数 48州
及びDC

アラスカ
グアム ハワイ ヴァージン

諸島都市 農村地域Ⅰ 農村地域Ⅱ
１人 204 251 320 390 300 375 262
２人 374 460 587 715 551 688 481
３人 535 659 841 1,024 789 986 688
４人 680 837 1,068 1,300 1,002 1,252 874
５人 807 995 1,268 1,544 1,190 1,487 1,038
６人 969 1,194 1,522 1,853 1,428 1,784 1,246
７人 1,071 1,319 1,682 2,048 1,579 1,972 1,377
８人 1,224 1,508 1,923 2,340 1,804 2,254 1,574

９人以上
１人ごと 153 189 240 293 226 282 197
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SCHEDULE CALENDAR
中央酪農会議・関連団体スケジュール
指定団体スケジュール2月 Feb.

日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

30 31 1 2 3 4 5
インボイス制度対応等のための担当者会
議、WEB開催、13：30。Jミルク：緊急需給
連絡会、15：30
地域交流牧場全国連絡会：令和３年度牧
場WEB視察研修会、WEB開催、13：00

雪印メグミルク：酪総研シン
ポ、WEB開催、13：00
Ｊミルク：農水省加工原料乳
認定等事務実施要領改正
説明会、WEB開催、14：00

指定団体等職員実務能力向上研修
会（第９回）、WEB開催、11：00。需給
情報共有会議、WEB開催、13：30
日本草地畜産種子協会：全国セミ
ナー、WEB開催、13：30

九州：第18回三役
会 、第 1 4 回 理 事
会、第4回生乳受
託販売委員会、第
15回理事会、WEB
開催

6 7 8 9 10 11 12
Ｊミルク：22年度生
乳及び牛乳乳製品
の需給見通し説明
会（第１回）、WEB
開催、15：00

Ｊミルク：第２回生産流通専門
部会、WEB開催、13：00
Ｊミルク：22年度生乳及び牛
乳乳製品の需給見通し説明会

（第２回）、WEB開催、10：00

Ｊミルク：第２回マー
ケティング専門部
会、WEB開催、14：
00

九州：第19回三役
会 、第 1 1 回 会 員
実務責任者会議、
WEB開催

13 14 15 16 17 18 19
日本教育ファーム研
究会：例会、19：00

全酪連：四役会、全酪連本
所、12：00
蔵王酪農センター：国産ナ
チュラルチーズシンポ、日本
獣医生命科学大学、13：00

指定団体等職員実務能力向上
研修会（第10回）、WEB開催、
11：00
日本酪農政治連盟：事務局長会
議、衆議院第２議員会館、14：00

地域交流牧場全国連
絡会関東ブロック：酪
農家・酪農関係者と
学生のオンライン交流
会、WEB開催、13：00

関東：わくわくモー
モースクール、墨田
区立第三寺島小学
校

九州：第20回三役
会 、第 1 6 回 理 事
会、WEB開催

関東：販売担当者
会議、WEB開催、
13：30

酪農教育ファーム
北海道事務局：酪
農教育ファーム北
海道推進委員会、
WEB開催、10：30

20 21 22 23 24 25 26
Ｊミルク：第５回理事
会、13：30

実務責任者会議、13：30
全国酪農協会：令和
３年度酪農基本対策
委員会、WEB開催、
13：00

酪農教育ファーム
認証研修会（１回
目）、WEB開催

関東：実務責任者
会議、WEB開催、
13：30

関東：第297回理
事会、WEB開催、
13：30

東海：第3回役員・
生乳受託販売委員
合同会議、第155
回理事会、WEB開
催

27 28 1 2 3 4 5
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３月 Mar.
日 /SUN 月 /MON 火 /TUE 水 /WED 木 /THU 金 /FRI 土 /SAT

27 28 1 2 3 4 5
全酪連：理事会、全
酪連本所、12：00

理事会・臨時総会、
ＫＫＲホテル、ハイブ
リット形式、13：30

酪農教育ファーム認証
研修会（第２回）、WEB
開催
Ｊミルク：第３回国際委員
会、WEB開催、13：30

九州：第21回三役
会、第12回会員実
務責任者会議
四 国：第 5 回 理 事
会、パシフィックシ
ティ高松、15：30

東北：理事会

6 7 8 9 10 11 12
日本酪農政治連盟：通常総会、13：00。
交牧連：クラブユース勉強会、13：00
畜 産 技 術 協 会：オンラインセミナー

「IoTAIシステムが拓く酪農の未来」、
WEB開催、13：00

Ｊミルク：臨時総会、
13：00

乳技協：官能評価
員能力向上・認定
事業検討会、乳業
会館、14：00

九州：第22回三役
会 、第 1 7 回 理 事
会、第5回生乳受
託販売委員会、第
18回理事会

関東：第298回理
事会、13：30

13 14 15 16 17 18 19
中央畜産会：第４回
理事会、都市セン
ターホテル、11：30

20 21 22 23 24 25 26
日本草地畜産種子
協会：理事会、WEB
開催、13：30

実務責任者会議、
13：30

関東：第35回臨時
総会・第299回理
事会、13：30

東北：臨時総会、理
事会、監事会

九州：第23回三役
会、第13回会員実
務責任者会議

27 28 29 30 31 1 2

東海：第156回理
事 会・臨 時 総 会・
第157回理事会、
オフィスパーク（予
定）、13：30

九州：第24回三役
会、臨時総会、第
19回理事会
四国：第46回臨時
総会、第６回理事
会、パシフィックシ
ティ高松、13：30
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酪農関係データ
令和３年度11月用途別販売実績（速報） 令和３年12月15日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
11月 4-11月累計

指 定 団 体
11月 4-11月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 333,914 104.4 2,755,088 102.9 北海道 333,914 104.4 2,755,088 102.9
青森 5,847 99.6 47,712 95.9
岩手 15,041 98.0 126,868 99.3
宮城 8,527 98.0 71,800 99.2
秋田 1,805 101.6 15,234 100.3
山形 3,903 102.3 32,161 100.0
福島 4,973 103.5 40,849 100.9

東北生乳販連 40,098 99.4 334,623 99.1 東北生乳販連 40,098 99.4 334,623 99.1
茨城 13,625 100.6 113,572 101.9
栃木 27,320 106.8 223,975 106.0
群馬 13,529 100.7 113,078 100.3
埼玉 3,560 98.0 30,633 100.4
千葉 15,576 103.5 128,179 103.2
東京 663 97.7 5,474 96.6

神奈川 2,226 96.8 18,794 96.4
山梨 1,115 99.3 9,340 102.8
静岡 6,527 102.5 53,855 101.4

関東生乳販連 84,142 103.0 696,901 102.9 関東生乳販連 84,142 103.0 696,901 102.9
新潟 3,015 95.5 25,621 97.6
富山 907 114.5 7,579 117.0
石川 1,433 101.8 11,815 99.5
福井 449 108.2 3,710 109.7

北陸酪連 5,804 100.5 48,725 101.5 北陸酪連 5,804 100.5 48,725 101.5
長野 6,888 101.7 58,105 101.4
岐阜 2,523 97.4 21,520 102.3
愛知 12,196 99.8 101,006 98.5
三重 4,297 110.6 35,027 110.8

東海酪連 25,904 101.7 215,658 101.5 東海酪連 25,904 101.7 215,658 101.5
滋賀 1,442 105.4 11,932 108.5
京都 1,458 97.6 12,285 100.3
大阪 715 109.9 5,967 102.6
兵庫 6,022 104.0 49,305 102.9
奈良 2,039 103.4 16,635 105.4

和歌山 339 106.7 2,858 108.3
近畿生乳販連 12,015 103.6 98,983 103.8 近畿生乳販連 12,015 103.6 98,983 103.8

鳥取 4,927 101.1 40,175 100.1
島根 6,166 104.0 50,736 104.4
岡山 7,797 96.7 64,581 98.6
広島 3,690 99.5 31,629 105.9
山口 1,086 97.0 9,187 98.9

中国生乳販連 23,666 99.9 196,308 101.5 中国生乳販連 23,666 99.9 196,308 101.5
徳島 2,099 100.8 17,131 100.1
香川 3,006 102.0 24,934 104.0
愛媛 1,954 98.8 16,152 97.4
高知 1,507 97.9 12,386 97.6

四国生乳販連 8,566 100.2 70,604 100.3 四国生乳販連 8,566 100.2 70,604 100.3
福岡 5,816 100.5 47,945 100.5
佐賀 1,104 101.6 9,155 99.4
長崎 2,740 98.4 22,855 98.5
熊本 21,038 103.5 173,302 103.3
大分 5,706 104.1 46,516 102.4
宮崎 5,592 101.1 46,745 99.3

鹿児島 5,968 96.8 49,292 97.9
九州生乳販連 47,964 101.7 395,810 101.3 九州生乳販連 47,964 101.7 395,810 101.3

都府県 248,159 101.6 2,057,611 101.6 都府県 248,159 101.6 2,057,611 101.6
合計 582,073 103.2 4,812,699 102.3 合計 582,073 103.2 4,812,699 102.3

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
11月 4-11月累計

指 定 団 体
11月 4-11月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 67,113 91.8 590,409 90.7 北 海 道 1,833 93.5 15,693 89.1
東北生乳販連 30,129 97.0 244,129 98.0 東北生乳販連 6,224 104.8 53,553 98.4
関東生乳販連 65,736 101.5 534,122 102.5 関東生乳販連 11,735 96.4 98,760 97.3
北 陸 酪 連 5,387 99.0 45,425 101.5 北 陸 酪 連 299 108.5 2,513 105.3
東 海 酪 連 20,996 99.8 173,441 102.0 東 海 酪 連 3,869 97.0 32,540 94.0
近畿生乳販連 11,180 103.0 92,457 103.5 近畿生乳販連 739 101.3 6,145 103.7
中国生乳販連 18,184 99.0 149,432 102.0 中国生乳販連 4,450 97.4 39,094 96.3
四国生乳販連 8,045 100.2 65,883 100.4 四国生乳販連 416 100.4 3,686 102.2
九州生乳販連 34,285 98.5 286,563 100.8 九州生乳販連 6,627 91.5 58,033 97.9
都 府 県 193,941 99.8 1,591,452 101.3 都 府 県 34,358 97.3 294,324 97.4
合 計 261,054 97.6 2,181,861 98.2 合 計 36,191 97.1 310,017 96.9

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
11月 4-11月累計

指 定 団 体
11月 4-11月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 122,017 110.4 1,028,719 108.7 北 海 道 110,533 106.5 836,992 104.9
東北生乳販連 2,972 116.0 31,815 109.9 東北生乳販連 623 109.7 4,027 99.0
関東生乳販連 5,531 154.8 54,976 120.7 関東生乳販連 1,044 93.3 8,290 92.3
北 陸 酪 連 85 322.7 530 88.4 北 陸 酪 連 26 107.7 214 95.7
東 海 酪 連 884 315.9 8,426 128.3 東 海 酪 連 84 103.0 625 91.9
近畿生乳販連 24 - 142 194.9 近畿生乳販連 71 1,018.9 228 585.8
中国生乳販連 662 136.9 5,338 130.8 中国生乳販連 338 139.7 2,212 117.2
四国生乳販連 0 - 260 63.6 四国生乳販連 101 112.8 699 96.5
九州生乳販連 4,335 173.8 31,525 111.0 九州生乳販連 2,621 103.8 18,924 104.7
都 府 県 14,494 153.8 133,013 116.0 都 府 県 4,909 105.4 35,218 101.6
合 計 136,511 113.8 1,161,732 109.5 合 計 115,442 106.5 872,210 104.8

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
11月 4-11月累計

指 定 団 体
11月 4-11月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 32,419 105.8 283,275 106.8 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 149 84.5 1,099 87.8 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 96 142.7 753 144.4 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 7 98.9 43 94.4 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 71 89.8 627 110.9 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 93.2 10 99.3 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 32 90.5 232 93.9 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 3 33.2 76 149.4 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 97 102.5 766 107.1 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 457 96.8 3,605 105.8 都 府 県 0 - 0 -
合 計 32,876 105.6 286,880 106.7 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け)には、その他向けが含まれています。
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令和３年度12月用途別販売実績（速報） 令和４年1月20日　一般社団法人 中央酪農会議

１）総受託乳量 ２）販売乳量（全乳哺育・緊急余乳を除く）

指 定 団 体
12月 4-12月累計

指 定 団 体
12月 4-12月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北海道 348,896 104.5 3,103,984 103.1 北海道 348,896 104.5 3,103,984 103.1
青森 6,112 97.2 53,824 96.0
岩手 15,642 97.6 142,510 99.1
宮城 8,990 100.0 80,790 99.3
秋田 1,873 101.7 17,106 100.4
山形 4,046 101.2 36,207 100.1
福島 5,113 101.4 45,963 100.9

東北生乳販連 41,777 99.0 376,400 99.1 東北生乳販連 41,777 99.0 376,400 99.1
茨城 14,283 100.7 127,855 101.7
栃木 28,717 108.0 252,692 106.3
群馬 14,154 99.5 127,232 100.2
埼玉 3,741 97.5 34,374 100.1
千葉 16,475 105.5 144,654 103.5
東京 706 98.1 6,180 96.8

神奈川 2,318 95.6 21,113 96.3
山梨 1,150 99.4 10,490 102.4
静岡 6,922 103.9 60,777 101.7

関東生乳販連 88,466 103.6 785,367 102.9 関東生乳販連 88,466 103.6 785,367 102.9
新潟 3,095 95.1 28,716 97.3
富山 933 104.1 8,512 115.4
石川 1,485 101.7 13,299 99.8
福井 470 107.4 4,180 109.5

北陸酪連 5,983 98.9 54,708 101.2 北陸酪連 5,983 98.9 54,708 101.2
長野 7,170 101.1 65,275 101.4
岐阜 2,614 96.3 24,134 101.6
愛知 12,685 99.1 113,691 98.6
三重 4,452 110.6 39,479 110.8

東海酪連 26,921 101.1 242,579 101.4 東海酪連 26,921 101.1 242,579 101.4
滋賀 1,514 107.5 13,445 108.4
京都 1,521 97.6 13,805 100.0
大阪 763 108.0 6,730 103.2
兵庫 6,271 102.5 55,577 102.8
奈良 2,075 100.6 18,710 104.9

和歌山 366 106.2 3,224 108.0
近畿生乳販連 12,510 102.5 111,492 103.6 近畿生乳販連 12,510 102.5 111,492 103.6

鳥取 5,190 101.5 45,366 100.3
島根 6,342 102.1 57,078 104.2
岡山 8,163 97.4 72,744 98.4
広島 3,808 99.1 35,437 105.1
山口 1,145 96.4 10,332 98.6

中国生乳販連 24,648 99.6 220,956 101.3 中国生乳販連 24,648 99.6 220,956 101.3
徳島 2,155 98.2 19,286 99.9
香川 3,062 100.4 27,996 103.6
愛媛 2,069 99.3 18,222 97.6
高知 1,538 99.5 13,924 97.8

四国生乳販連 8,824 99.5 79,428 100.2 四国生乳販連 8,824 99.5 79,428 100.2
福岡 6,039 100.1 53,984 100.4
佐賀 1,137 97.7 10,292 99.2
長崎 2,900 99.1 25,755 98.5
熊本 21,992 102.6 195,294 103.2
大分 6,017 102.1 52,533 102.4
宮崎 5,929 100.9 52,674 99.5

鹿児島 6,352 95.8 55,644 97.6
九州生乳販連 50,366 100.8 446,177 101.2 九州生乳販連 50,366 100.8 446,177 101.2

都府県 259,496 101.4 2,317,107 101.5 都府県 259,496 101.4 2,317,107 101.5
合計 608,392 103.1 5,421,092 102.4 合計 608,392 103.1 5,421,092 102.4

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）中国は公共の乳量が含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３）飲用牛乳等向け ４）はっ酵乳等向け

指 定 団 体
12月 4-12月累計

指 定 団 体
12月 4-12月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 59,480 92.5 649,889 90.9 北 海 道 1,723 98.6 17,416 89.9
東北生乳販連 28,086 92.2 272,216 97.4 東北生乳販連 6,186 103.1 59,740 98.9
関東生乳販連 63,539 99.1 597,660 102.1 関東生乳販連 11,522 97.5 110,282 97.3
北 陸 酪 連 5,405 97.2 50,830 101.1 北 陸 酪 連 340 101.3 2,853 104.8
東 海 酪 連 21,378 99.7 194,819 101.7 東 海 酪 連 3,651 95.2 36,191 94.1
近畿生乳販連 11,456 101.1 103,913 103.2 近畿生乳販連 758 99.0 6,903 103.2
中国生乳販連 18,438 98.4 167,870 101.6 中国生乳販連 4,079 94.7 43,173 96.1
四国生乳販連 8,049 97.4 73,931 100.1 四国生乳販連 443 100.9 4,129 102.1
九州生乳販連 32,133 99.9 318,696 100.7 九州生乳販連 6,582 96.5 64,615 97.8
都 府 県 188,483 98.1 1,779,935 101.0 都 府 県 33,560 97.8 327,884 97.4
合 計 247,963 96.7 2,429,824 98.1 合 計 35,283 97.8 345,301 97.0

５）脱脂粉乳・バター等向け ６）液状乳製品向け（生クリーム等向け）

指 定 団 体
12月 4-12月累計

指 定 団 体
12月 4-12月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 142,727 109.9 1,171,446 108.9 北 海 道 106,765 103.9 943,757 104.8
東北生乳販連 6,444 140.6 38,259 114.1 東北生乳販連 899 91.6 4,926 97.6
関東生乳販連 12,145 149.2 67,121 125.0 関東生乳販連 1,147 92.5 9,437 92.3
北 陸 酪 連 201 180.9 731 102.9 北 陸 酪 連 27 89.3 241 94.9
東 海 酪 連 1,741 146.8 10,167 131.1 東 海 酪 連 74 90.3 699 91.7
近畿生乳販連 242 230.6 385 215.9 近畿生乳販連 53 1,690.5 281 667.6
中国生乳販連 1,639 130.4 6,977 130.7 中国生乳販連 460 111.5 2,672 116.2
四国生乳販連 230 354.0 490 103.4 四国生乳販連 104 114.6 803 98.5
九州生乳販連 8,947 108.1 40,472 110.3 九州生乳販連 2,618 101.4 21,543 104.3
都 府 県 31,589 133.1 164,602 119.0 都 府 県 5,382 99.3 40,600 101.3
合 計 174,316 113.5 1,336,048 110.0 合 計 112,147 103.7 984,357 104.7

７）チーズ向け ８）全乳哺育向け

指 定 団 体
12月 4-12月累計

指 定 団 体
12月 4-12月累計

前年同月比 前年同期比 前年同月比 前年同期比
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

北 海 道 38,201 108.9 321,476 107.0 北 海 道 0 - 0 -
東北生乳販連 161 103.6 1,260 89.5 東北生乳販連 0 - 0 -
関東生乳販連 115 159.0 867 146.2 関東生乳販連 0 - 0 -
北 陸 酪 連 9 124.3 52 98.7 北 陸 酪 連 0 - 0 -
東 海 酪 連 77 94.5 704 108.8 東 海 酪 連 0 - 0 -
近畿生乳販連 1 69.2 11 95.9 近畿生乳販連 0 - 0 -
中国生乳販連 33 104.7 265 95.1 中国生乳販連 0 - 0 -
四国生乳販連 0 - 76 123.0 四国生乳販連 0 - 0 -
九州生乳販連 86 91.4 852 105.3 九州生乳販連 0 - 0 -
都 府 県 481 106.1 4,086 105.9 都 府 県 0 - 0 -
合 計 38,683 108.9 325,562 107.0 合 計 0 - 0 -

注１）この速報は、キロ（㎏）で報告いただいた数量をトンに直して小数点以下を四捨五入した数値となっておりますので、合計値が一致していないことがあります。予めご了承下さい。
注２）北海道の液状乳製品向け(生ｸﾘｰﾑ等向け)には、その他向けが含まれています。
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DAIRY INFORMATION

３．用途別販売実績の過去の推移

⑴　実績数量 単位：千t

総受託乳量
①=②+⑨

全乳哺育向け
⑨販売乳量計

②=⑦+⑧ 飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

2年度 7,068.2 7,068.2 3,253.1 467.5 1,689.4 1,246.3 6,656.4 411.8 0.0
12 582.5 582.5 252.3 35.7 146.5 113.9 548.4 34.1 0.0
2.1 595.1 595.1 264.8 37.1 154.2 104.8 560.9 34.1 0.0

2 566.5 566.5 252.1 35.9 145.1 101.7 534.8 31.7 0.0
3 613.9 613.9 240.4 40.6 185.1 108.6 574.6 39.3 0.0

2.4 601.4 601.4 247.3 40.5 182.8 94.4 565.1 36.3 0.0
5 624.7 624.7 265.3 43.2 172.7 102.6 583.8 40.9 0.0
6 595.1 595.1 290.3 41.2 127.0 103.1 561.6 33.5 0.0
7 597.2 597.2 293.3 40.7 123.3 108.3 565.6 31.6 0.0
8 578.2 578.2 279.8 40.1 122.8 102.9 545.6 32.6 0.0
9 560.1 560.1 290.9 37.9 97.1 103.1 529.1 31.0 0.0

10 581.9 581.9 286.8 38.9 115.0 109.6 550.3 31.6 0.0
11 564.2 564.2 267.5 37.3 119.9 108.4 533.1 31.1 0.0
12 589.8 589.8 256.3 36.1 153.6 108.2 554.2 35.5 0.0
3.1 599.2 599.2 267.8 37.1 161.6 97.6 564.1 35.1 0.0

2 553.0 553.0 246.9 35.0 142.3 94.6 518.8 34.3 0.0
3 622.9 622.9 260.4 39.5 171.3 113.5 584.7 38.2 0.0

3.4 609.8 609.8 260.1 39.1 168.1 104.4 571.7 38.1 0.0
5 635.4 635.4 279.9 40.4 169.9 108.5 598.6 36.9 0.0
6 607.9 607.9 284.5 40.1 141.6 105.7 571.9 36.0 0.0
7 604.3 604.3 270.8 40.0 143.1 113.2 567.2 37.1 0.0
8 595.4 595.4 262.6 39.2 149.9 108.0 559.7 35.7 0.0
9 580.5 580.5 279.6 37.1 123.3 106.3 546.3 34.2 0.0

10 597.3 597.3 283.0 38.2 129.4 110.7 561.4 35.9 0.0
11 582.1 582.1 261.1 36.2 136.5 115.4 549.2 32.9 0.0
12 608.4 608.4 248.0 35.3 174.3 112.1 569.7 38.7 0.0

⑵　前年同月比 単位：％

総受託乳量
①=②+⑨

全乳哺育向け
⑨販売乳量計

②=⑦+⑧ 飲用牛乳向
③

はっ酵乳等向
④

特定乳製品向
⑤

生クリーム等向
⑥

計画生産枠内
⑦=③+④+

⑤+⑥
チーズ向け

⑧

2年度 101.1 101.1 101.1 100.1 106.3 94.9 101.1 102.5 100.0
12 100.4 100.4 99.7 99.2 101.8 102.7 100.8 94.0 -
2.1 100.8 100.8 98.6 100.1 109.0 97.6 101.2 95.1 -

2 104.7 104.7 101.1 103.6 118.7 100.5 105.4 93.4 -
3 100.7 100.7 93.4 101.9 116.5 93.1 100.3 106.9 -

2.4 101.8 101.8 95.9 101.1 124.3 83.7 101.3 109.5 -
5 101.8 101.8 94.1 104.7 118.8 93.6 101.0 113.9 -
6 101.1 101.1 101.7 102.3 104.7 95.5 101.2 98.3 -
7 101.2 101.2 107.9 98.7 93.6 96.3 101.5 95.9 -
8 102.0 102.0 104.6 99.6 104.9 93.5 102.0 101.6 -
9 101.3 101.3 102.3 99.0 105.0 96.3 101.3 101.0 -

10 101.8 101.8 98.7 100.9 116.9 97.0 101.8 100.8 -
11 101.7 101.7 99.7 99.1 113.8 97.3 102.0 96.1 -
12 101.3 101.3 101.6 100.9 104.9 95.0 101.1 104.2 -
3.1 100.7 100.7 101.1 100.0 104.8 93.1 100.6 102.9 -

2 97.6 97.6 97.9 97.4 98.1 93.0 97.0 108.1 -
3 101.5 101.5 108.3 97.2 92.6 104.5 101.8 97.3 -

3.4 101.4 101.4 105.2 96.5 91.9 110.6 101.2 104.9 -
5 101.7 101.7 105.5 93.5 98.3 105.7 102.5 90.1 -
6 102.1 102.1 98.0 97.2 111.5 102.5 101.8 107.4 -
7 101.2 101.2 92.3 98.2 116.1 104.6 100.3 117.4 -
8 103.0 103.0 93.8 97.8 122.1 105.0 102.6 109.6 -
9 103.6 103.6 96.1 97.8 127.0 103.1 103.2 110.3 -

10 102.6 102.6 98.7 98.3 112.5 101.0 102.0 113.8 -
11 103.2 103.2 97.6 97.1 113.8 106.5 103.0 105.6 -
12 103.2 103.2 96.7 97.8 113.5 103.7 102.8 108.9 -

資料：中央酪農会議「用途別販売実績」
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資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」
　

注
：

１　
「

平
成

28
年

度
」

及
び

「
平

成
29

、
30

年
の

月
別

」
の

値
は

概
数

値
で

あ
る

。
　

　
　

２
　

平
成

29
年

１
月

か
ら

、
用

途
別

処
理

量
の

乳
製

品
向

け
の

「
ク

リ
ー

ム
等

向
け

」
を

「
ク

リ
ー

ム
向

け
」、

「
脱

脂
濃

縮
乳

向
け

」
及

び
「

濃
縮

乳
向

け
」

に
区

分
し

た
。

　
　

　
　

　
ま

た
、「

ク
リ

ー
ム

向
け

」
及

び
「

チ
ー

ズ
向

け
」

の
調

査
定

義
を

変
更

し
た

。
　

　
　

３
　「

チ
ー

ズ
向

け
」、

「
ク

リ
ー

ム
向

け
」、

「
脱

脂
濃

縮
乳

向
け

」
及

び
「

濃
縮

乳
向

け
」

に
つ

い
て

、
平

成
28

年
12

月
以

前
は

遡
及

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
前

年
（

同
月

、
同

期
）

比
を

計
算

不
能

と
し

た
。
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６
．

飲
用

牛
乳

等
生

産
量

の
推

移
単

位
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kl
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％

区
　

分
飲
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牛

乳
合

　
　

計
乳

飲
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は
っ

酵
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菌
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工
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成
分
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う
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業
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う
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7
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主

要
乳

製
品

生
産

量
の

動
向

単
位

：
㌧

、
千

kl
、

％

区
　

分
バ

タ
－

脱
脂

粉
乳

ク
リ

－
ム

練
乳

類
全

粉
乳

チ
－

ズ
ホ

エ
イ

パ
ウ

ダ
ー

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
調

製
粉

乳
う

ち
直

消
用

ナチ
ュラ

ルチ
ーズ

タ
ン

パ
ク

質
含

有
量
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％

未
満

タン
パク

質含
有量

25
％

以
上

45
％

未
満

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
前

年
比

2年
度
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,9
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10

8.
3
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0,
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2
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7.

6
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95
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33

,4
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.6

7,
89

3
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16

0,
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5
10

2.
4

26
,2
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5.
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資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」
　

注
：

１
　

平
成

29
年

１
月

か
ら

、
「

ホ
エ

イ
パ

ウ
ダ

ー
」

を
追

加
し

た
。

ま
た

、「
ク

リ
ー

ム
」

の
調

査
定

義
を

変
更

し
た

。
　

　
　

２　
「

ホ
エ

イ
パ

ウ
ダ

ー
」

及
び

「
ク

リ
ー

ム
」

に
つ

い
て

、
平

成
28

年
12

月
以

前
は

遡
及

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

前
年

比
・

前
年

同
月

比
を

計
算

不
能

と
し

た
。

　
　

　
３

　
表

示
単

位
未

満
を

四
捨

五
入

し
た

た
め

、
計

と
内

訳
が

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

　
　

４
　「

練
乳

類
」

に
つ

い
て

、「
脱

脂
加

糖
れ

ん
乳

」
の

数
値

が
修

正
作

業
中

の
た

め
「

空
白

」
と

し
て

い
ま

す
。

修
正

作
業

完
了

ま
で

し
ば

ら
く

お
待

ち
願

い
ま

す
。
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８
．

乳
製

品
需

給
の

動
向

　
⑴

　
脱

脂
粉

乳
単

位
：

千
ｔ

、
％

  生
産

量
輸

入
売

渡
し

消
費

量
過

不
足

在
庫

量

民
間

在
庫

量
前

年
比

前
年
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前

年
比

2年
度
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2.
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6
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11
8.
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1.

5 
89
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3.
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7
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.3
 

12
4.

0 
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0 
13

.1
 

11
4.

0 
-0

.8
 

89
.5
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4.
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8
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.3
 

12
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1 
0.

0 
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.2
 

10
5.

3 
1.

1 
90

.5
 

10
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8 

9
10

.5
 

12
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6 
0.

0 
11

.2
 

10
0.

7 
-0

.7
 

89
.9

 
10

9.
7 

10
11

.5
 

11
2.

3 
0.

0 
11

.5
 

95
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-0

.1
 

89
.9

 
11

2.
1 
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11
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1 
0.

0 
12
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9 
0.

4 
90

.3
 

11
1.

9 

資
料

：
農

林
水

産
省

「
牛

乳
乳

製
品

統
計

」、
（

独
）農

畜
産

業
振

興
機

構
調

べ
注

１
：

機
構

輸
入

量
は

、
検

収
受

け
入

れ
の

時
点

で
整

理
し

て
い

る
。

　
２

：
そ

の
他

の
輸

入
量

は
飼

料
用

、
沖

縄
用

、
学

給
用

、
航

空
機

用
（

本
邦

と
外

国
と

の
間

を
往

来
す

る
も

の
）

お
よ

び
見

本
市

販
売

用
の

輸
入

量
を

除
く

。
　

３
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

４
：

19
年

１
月

分
以

降
は

牛
乳

乳
製

品
統

計
（

調
査

対
象

が
拡

大
し

て
い

る
た

め
、

デ
ー

タ
の

連
続

性
に

注
意

さ
れ

た
い

）
。
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⑵
　

バ
タ

ー
の

需
給

動
向

単
位

：
千

ｔ
、

％

生
産

量
輸

入
売

渡
し

消
費

量
過

不
足

在
庫

量
参

考
（

品
目

別
バ

タ
ー

在
庫

量
）

民
間

在
庫

量
合

計
業

務
用

家
庭

用
前

年
比

前
年

比
前

年
比

バ
ラ

そ
の

他
前

年
比

前
年

比
前

年
比

前
年

比
2年

度
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.9

 
13

4.
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11
9.

8 
25

.0
11

9.
7

13
.9

11
0.

7
9.

7
14

1.
5

1.
5

95
.6

3
8.

0 
12

4.
1 

2.
4 

8.
1 

10
1.

9 
2.

4 
28

.8
 

12
7.

2 
27

.1
12

7.
0

14
.7

11
4.

9
11

.0
15

2.
7

1.
4

10
5.

3

2.
 4

8.
5 

13
9.

5 
1.

1 
6.

0 
94

.0
 

3.
6 

32
.4

 
13

1.
9 

30
.5

13
7.

1
16

.4
12

3.
9

12
.8

16
3.

6
1.

4
11

0.
9

5
7.

6 
12

6.
5 

1.
8 

5.
1 

76
.3

 
4.

3 
36

.7
 

14
5.

8 
34

.6
14

5.
1

19
.0

13
8.

2
14

.0
16

0.
1

1.
5

11
7.

0

6
5.

5 
10

9.
6 

1.
6 

5.
3 

83
.2

 
1.

8 
38

.6
 

14
8.

7 
36

.4
14

7.
5

20
.3

14
2.

2
14

.4
15

7.
7

1.
7

13
2.

9

7
5.

0 
92

.0
 

1.
6 

6.
3 

85
.1

 
0.

4 
39

.1
 

14
0.

8 
36

.9
13

9.
1

20
.3

13
3.

7
14

.4
14

5.
9

2.
2

14
9.

6

8
5.

1 
10

8.
6 

1.
4 

5.
7 

84
.4

 
0.

8 
39

.9
 

13
9.

2 
37

.8
13

7.
5

20
.5

13
1.

5
14

.7
14

3.
6

2.
6

15
5.

6

9
4.

0 
10

3.
6 

1.
0 

6.
3 

99
.1

 
-1

.3
 

38
.6

 
14

1.
6 

36
.7

14
0.

2
20

.3
13

7.
3

14
.0

14
3.

5
2.

4
14

6.
8

10
4.

7 
11

6.
9 

0.
7 

6.
1 

94
.4

 
-0

.7
 

38
.0

 
14

4.
5 

36
.1

14
3.

0
20

.1
14

3.
6

13
.6

14
1.

9
2.

5
14

4.
9

11
4.

7 
11

3.
9 

0.
8 

6.
9 

93
.6

 
-1

.4
 

36
.6

 
14

8.
7 

34
.9

14
7.

6
19

.4
14

7.
1

12
.9

14
8.

8
2.

5
14

5.
5

12
6.

0 
10

3.
7 

1.
0 

8.
6 

97
.1

 
-1

.6
 

35
.1

 
14

8.
8 

33
.4

14
7.

7
19

.3
14

3.
8

12
.3

15
4.

0
1.

8
15

0.
4

3.
 1

7.
1 

10
8.

4 
0.

9 
5.

1 
98

.2
 

2.
9 

38
.1

 
14

8.
2 

36
.2

14
8.

3
20

.8
15

0.
6

13
.1

14
8.

1
2.

2
13

0.
5

2
6.

0 
99

.3
 

0.
8 

6.
3 

10
3.

0 
0.

6 
38

.7
 

14
6.

3 
36

.7
14

6.
7

21
.9

15
7.

6
12

.7
13

1.
4

2.
1

14
4.

5

3
6.

9 
86

.5
 

0.
5 

7.
3 

89
.8

 
0.

2 
38

.9
 

13
4.

9 
36

.7
13

5.
5

22
.4

15
2.

0
12

.3
11

2.
4

2.
0

14
3.

7

4
7.

1 
83

.5
 

0.
8 

7.
5 

12
5.

7 
0.

4 
39

.3
 

12
1.

1 
37

.2
12

2.
0

23
.2

14
1.

5
12

.1
94

.1
2.

0
15

0.
5

5
7.

1 
93

.9
 

0.
7 

5.
4 

10
6.

0 
2.

4 
41

.7
 

11
3.

5 
39

.5
11

4.
3

24
.5

12
9.

0
12

.9
91

.7
2.

1
13

8.
7

6
5.

7 
10

4.
5 

1.
1 

6.
4 

12
1.

8 
0.

5 
42

.2
 

10
9.

4 
40

.1
11

0.
0

25
.2

12
4.

1
12

.9
89

.6
1.

9
11

3.
9

7
5.

6 
11

0.
6 

0.
4 

6.
2 

98
.9

 
-0

.2
 

42
.1

 
10

7.
7 

40
.0

10
8.

4
25

.2
12

3.
7

12
.6

87
.8

2.
2

10
2.

3

8
6.

0 
11

7.
7 

0.
5 

6.
2 

10
9.

0 
0.

3 
42

.4
 

10
6.

2 
40

.3
10

6.
7

25
.0

12
2.

0
12

.8
87

.2
2.

5
96

.0

9
4.

9 
12

3.
4 

0.
3 

6.
0 

95
.4

 
-0

.8
 

41
.7

 
10

8.
0 

39
.8

10
8.

5
24

.5
12

1.
1

12
.9

91
.8

2.
4

99
.1

10
5.

1 
11

0.
3 

0.
3 

6.
6 

10
8.

2 
-1

.1
 

40
.6

 
10

6.
9 

38
.8

10
7.

4
23

.9
11

9.
1

12
.4

91
.3

2.
5

10
0.

7

11
5.

2 
11

0.
2 

0.
8 

7.
9 

11
4.

9 
-2

.0
 

38
.6

 
10

5.
5 

37
.0

10
6.

0
23

.0
11

8.
4

11
.5

89
.2

2.
5

96
.6

注
１

：
機

構
輸

入
量

は
、

検
収

受
け

入
れ

の
時

点
で

整
理

し
て

い
る

。
　

２
：

そ
の

他
の

輸
入

量
は

飼
料

用
、

沖
縄

用
、

学
給

用
、

航
空

機
用

（
本

邦
と

外
国

と
の

間
を

往
来

す
る

も
の

）
　

　
　

お
よ

び
見

本
市

販
売

用
の

輸
入

量
を

除
く

。
　

３
：

四
捨

五
入

の
関

係
で

端
数

は
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る

。
　

４
：

推
定

期
末

在
庫

量
は

、
18

年
12

月
分

以
前

は
農

林
水

産
省

生
産

局
畜

産
部

牛
乳

乳
製

品
課

調
べ

。

注
１

：
国

内
乳

業
メ

ー
カ

ー
等

13
社

。
　

２
：

生
産

量
・

消
費

量
は

、
バ

ラ
バ

タ
ー

か
ら

ポ
ン

ド
・

シ
ー

ト
な

ど
に

改
装

し
た

数
量

を
含

む
。

　
３

：
輸

入
量

は
機

構
輸

入
分

の
み

で
、

数
量

に
つ

い
て

は
売

渡
し

及
び

検
収

月
で

計
上

し
て

い
る

。
　

４
：

消
費

量
は

、
「

生
産

量
」

+「
輸

入
量

」
-「

在
庫

増
減

量
」

で
算

出
。

　
４

：
四

捨
五

入
の

関
係

で
端

数
は

合
わ

な
い

場
合

が
あ

る
。

　
６

：
平

成
30

年
５

月
の

月
末

在
庫

量
の

う
ち

、
バ

ラ
と

ポ
ン

ド
・

シ
ー

ト
等

の
振

分
け

に
0.

3ト
ン

分
の

修
正

が
あ

っ
た

た
め

、
四

捨
五

入
の

関
係

で
ポ

ン
ド

・
シ

ー
ト

等
の

月
末

在
庫

量
が

１
ト

ン
増

加
し

た
。
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９
．

主
要

乳
製

品
の

価
格

動
向

（
農

水
省

生
産

局
）

単
位

：
円

、
％

区
　

分
バ

タ
－

（
原

料
も

の
）

　
　

脱
脂

粉
乳

　
全

脂
加

糖
練

乳
　

脱
脂

加
糖

練
乳

　
 　

全
粉

乳
価

格
（

1K
g）

前
年

比
価

格
（

25
K

g）
前

年
比

価
格

（
24

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

.5
K

g）
前

年
比

価
格

（
25

K
g）

前
年

比

令
和

2年
度

平
均

1,
40

7
10

1.
6

17
,6

98
99

.0
10

,4
57

10
0.

1
9,

63
2

10
0.

0
24

,3
74

99
.6

12
1,

38
5

99
.2

17
,8

76
99

.5
10

,4
66

10
0.

0
9,

65
4

10
0.

9
24

,4
80

99
.4

2.
 1

1,
38

5
99

.2
17

,8
73

99
.5

10
,4

66
10

0.
0

9,
65

4
10

0.
9

24
,4

80
99

.4

2
1,

38
5

99
.2

17
,8

73
99

.5
10

,4
66

10
0.

0
9,

65
4

10
0.

9
24

,4
67

99
.3

3
1,

38
5

10
0.

3
17

,8
66

99
.7

10
,4

66
10

0.
0

9,
65

4
10

1.
1

24
,4

67
99

.6

4
1,

40
7

10
1.

6
17

,8
38

99
.8

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

46
99

.9

5
1,

40
7

10
1.

6
17

,8
38

99
.8

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

46
99

.9

6
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
10

0.
5

9,
63

2
10

0.
7

24
,4

03
99

.7

7
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

8
1,

40
7

10
1.

6
17

,7
45

99
.3

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

9
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
62

98
.8

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

10
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
46

98
.7

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

11
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,4

03
99

.7

12
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,3

08
99

.3

3.
 1

1,
40

7
10

1.
6

17
,6

31
98

.6
10

,4
57

99
.9

9,
63

2
99

.8
24

,2
89

99
.2

2
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.6

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,2

89
99

.3

3
1,

40
7

10
1.

6
17

,6
31

98
.7

10
,4

57
99

.9
9,

63
2

99
.8

24
,2

89
99

.3

4
1,

39
8

99
.4

17
,6

20
98

.8
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.2

5
1,

39
0

98
.8

17
,5

98
98

.7
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.2

6
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

7
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

8
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.2
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

9
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.6
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

10
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.7
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

11
1,

38
7

98
.6

17
,5

97
99

.8
10

,4
33

99
.8

9,
64

2
10

0.
1

24
,0

17
98

.4

資
料

：
農

林
水

産
省

「
乳

製
品

価
格

の
動

向
」

注
：

価
格

は
大

口
需

要
者

向
け

販
売

価
格

で
あ

る
。
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DAIRY INFORMATION
1

0
．

乳
製

品
の

輸
入

状
況

（
令

和
３

年
1

1
月

）

区
分

生
乳

換
算

率

令
和

3年
11

月
単

月
C

IF
平

均
単

価
円

／
kｇ

 
下

段
前

年

令
和

3年
1～

11
月

累
計

C
IF

平
均

単
価

円
／

kｇ
 

下
段

前
年

輸
入

量
（

ト
ン

）
輸

入
金

額
（

千
円

）
生

乳
換

算
（

ト
ン

）
輸

入
量

（
ト

ン
）

輸
入

金
額

（
千

円
）

生
乳

換
算

（
ト

ン
）

前
月

比
（

％
）

前
年

比
（

％
）

前
年

比
（

％
）

脱
脂

粉
乳

（
学

乳
）

6.
5

97
41

,1
64

63
1

―
―

42
4.

0
1,

01
7

39
1,

24
2

6,
61

3
11

3.
6

38
4.

6
35

3.
7

34
2.

4

脱
脂

粉
乳

（
飼

料
）

6.
5

1,
28

7
41

6,
67

1
8,

36
8

10
4.

7
75

.7
32

3.
7

12
,2

59
3,

33
3,

51
7

79
,6

84
46

.3
27

1.
9

22
3.

4
27

7.
3

脱
脂

粉
乳

（
そ

の
他

）
6.

5
52

1
16

9,
40

8
3,

38
3

72
3.

1
60

.8
32

5.
5

6,
10

3
1,

91
0,

12
9

39
,6

72
75

.0
31

3.
0

27
9.

0
31

9.
9

全
脂

粉
乳

9.
1

98
57

,2
15

88
9

44
.9

10
6.

0
58

5.
9

1,
94

9
85

0,
06

4
17

,7
37

11
1.

7
43

6.
1

41
3.

7
42

3.
4

全
脂

無
糖

練
乳

3
17

2
10

6,
81

0
51

5
1,

25
7.

6
3,

56
0.

4
62

1.
7

1,
29

6
70

8,
20

6
3,

88
9

13
7.

5
54

6.
3

51
9.

0
54

3.
3

全
脂

加
糖

練
乳

2.
79

6
1,

59
5

15
―

―
28

8.
9

7
2,

12
1

21
12

.4
28

8.
2

―
27

1.
5

ホ
エ

イ
3.

4
4,

05
6

89
7,

36
1 

13
,7

91
88

.6
86

.9
22

1.
2

42
,4

07
8,

91
6,

84
7

14
4,

18
5

89
.8

21
0.

3
18

9.
7

21
1.

9

バ
タ

ー
12

.3
4

99
1

64
9,

06
1 

12
,2

26
19

6.
4

75
.6

65
5.

1
10

,4
61

5,
97

6,
33

0
12

9,
08

6
62

.5
57

1.
3

52
3.

9
53

5.
4

ナ
チ

ュ
ラ

ル
チ

ー
ズ

12
.6

5
21

,9
82

11
,4

41
,6

30
27

8,
06

8
81

.8
93

.5
52

0.
5

25
5,

37
6

12
2,

84
0,

36
7

3,
23

0,
51

1
98

.6
48

1.
0

44
8.

5
46

3.
4

プ
ロ

セ
ス

チ
ー

ズ
11

.2
9

94
3

63
3,

78
6

10
,6

43
10

2.
7

12
3.

6
67

2.
3

8,
62

5
5,

60
0,

98
7

97
,3

82
10

3.
2

64
9.

4
64

0.
4

61
7.

0

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム
2.

5
74

2
32

0,
87

7
1,

85
5

15
7.

4
24

4.
1

43
2.

4
5,

68
8

2,
67

4,
08

3
14

,2
19

11
3.

9
47

0.
2

61
0.

6
48

0.
1

乳
  糖

3.
24

6,
96

9
1,

28
5,

51
3

22
,5

81
10

2.
6

13
5.

1
18

4.
5
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ご意見・ご感想をお寄せください。
読者の皆さまにもっと本誌をご活用いただきたく、より良い誌面
作りに向けて努力してまいります。本誌へのご意見やご要望、
ご感想がございましたら、電話・FAX・ホームページにて下記
の「中酪情報」編集部までお寄せください。皆様のご意見・ご感
想をお待ちしております。

宛先及びお問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〒101－0044 東京都千代田区鍛冶町2－6－1 
一般社団法人　中央酪農会議「中酪情報」編集部
TEL：03－6688－9841　　FAX：03－6681－5295
http://www.dairy.co.jp/
（中酪HP「お問い合わせ」ページよりアクセスできます）

編 集 後 記 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　本号では、農業の持続可能性向上のため“より環境に優しい次
期共通農業政策（CAP）”を決定したEUの話題を取り上げました。
わが国においても、「家畜排せつ物処理法」をはじめとする法的
な環境整備とともに、畜産農家の経営努力のもとで環境負荷を軽
減する取組が進められています。
　わが国では、2021年の農業技術10大ニュースの中に、農研
機構と栃木県による「アミノ酸バランス改善飼料で牛排せつ物由
来の温室効果ガスを削減－地球環境に配慮した畜産の実現に期待
－」が入選しました。
　これは、１年間に新聞記事となった民間企業、大学、公立試験
研究機関及び国立研究開発法人の農林水産研究成果のうち、内容
に優れるとともに社会的関心が高いと考えられる研究成果10課
題が、農業関係専門紙・誌など29社が加盟する農業技術クラブ
の会員による投票で選定されたものです。
　農研機構と栃木県は、アミノ酸バランスを改善した飼料（慣行
飼料で給与過剰となりやすいタンパク質原料の配合割合を減ら
し、不足がちになるリジンやメチオニンを補った飼料）を肉用牛
に給与することで、排せつ物から発生するN2O（一酸化二窒素）
を半減できることを明らかにしました。この飼料の給与による牛
の増体や肉質への影響はなく、地球環境に配慮した肉牛経営が実
現するようですが、酪農経営での応用も期待されます。






